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１．クール男は肉食系!?




　それは、四日前。五月の大型連休の真っ最中。デジタルカメラにおさめられた動画を見せられたのが、ことのはじまりだった。

　フロントでチェックインして、男がルームキーを受け取る。

　その後、男は女の腰に手をまわして歩き出した。やさしくエスコートしている姿は、まるで貴公子のようだった。

　男は仕事帰りなのか、スーツ姿。清潔感のある短髪の黒髪は端整な顔立ちだからこそ似合う。おまけに身長のわりに顔は小さくて、身体全体のバランスもいい。

　一方、女はオレンジ色のふわっと揺れるひざ丈のプリーツスカートが一際目を引く。オシャレでスレンダーな女は華やかで優美な印象だった。

　そして、ぴったりと寄り添ったまま、ふたりはエレベーターの中へ消えたのだった。

　動画はそこまで。

　その美男美女カップルは、恋人同士と言われれば、そう見える。仲睦まじそうで、幸せそうだ。

　あれだけ密着していたら、きっと誰でもそう思うだろう。

　でも違う！　そうじゃない！

　なぜならその男は、私の彼氏だからだ。そして女は、私の親友。




　◇




「あー、別れてせいせいした」

　あんな男の顔なんて二度と見たくない。少しくらい格好いいからって、いい気になり過ぎなのだ。

　もし、次に会うようなことがあったら、あの顔を油性マジックで真っ黒に塗りつぶしてやる。そうすれば、あの憎たらしいほどのイケメン顔は台無しだ。

　それで私はあの男の顔を見なくてすむし、ついでに大勢の笑いものになればいいのだ。

「おかわり」

　私はビールの残りを飲み干すと、目の前の仏頂面の人物にジョッキを突き出した。

「ピッチ早いんじゃねえの？　それで三杯目だぞ」

「いいの。どうせお金を払うのは私なんだから、文句言わないでよ」

　私、深ふか津つ仁ひと美みはそう言うと、テーブルの端に空いたビールジョッキを置いた。

　動画を見せられたのは四日前。その場で男に電話をかけて別れを告げ、その二日後に迎えた二十四歳の誕生日をどん底の気分で過ごし、今日は幾分持ち直して、只今やけ酒中。

　地方から大学進学のために上京し、卒業後、今の会社に就職した私は、ごく普通の家庭で育った、ごくごく普通の社会人二年目である。

　ちょっと洒落た居酒屋は、フリーペーパーで見つけた最近オープンしたばかりのお店。なんとなく行き慣れたお店には行く気になれなくて、今日のために探したのだ。

　入ってみると予約をしたわけでもないのにふたり用の個室に通された。トイレに立ったときに周囲を見たら、座席のほとんどが個室になっていたので、いい店に当たったと思う。

　テーブルにはすでに頼んだお料理がそろっている。創作料理が自慢のお店らしく、私は試しに注文してみたチーズ豆腐サラダにお箸を伸ばした。

「あ、おいしい」

　思いのほかヒットしたチーズ豆腐。ワインに合いそうだなと、さっき頼んだおかわりのビールをグラスワインに変更するように、もう一度、目の前の人物に言う。

「チッ」

　しかし、聞こえてきた舌打ちと、あとから放たれた「面倒くせー女」というセリフに、ほんの少し回復した機嫌が一気に悪くなった。

「面倒くさいって、なによ？　今日は励ましてくれるんじゃないの？」

「誰がそんなこと、言ったんだよ？」

　目の前の男はおもしろくなさそうに言うと、マグロのお刺身をパクつきながら呼び出しボタンを押した。

「あのね、身内なんだから、それくらいのサポートは当たり前でしょう」

「知るかよ。兄貴がしでかしたことの責任を、なんで俺が取らなきゃなんないんだよ？」

　兄貴というのは浮気した私の元彼のこと。私は目の前の人物の兄と付き合っていた。

　元彼は都内の銀行に勤める、香か川がわ伊い吹ぶき。二十八歳。

　そして目の前にいるのが伊吹の弟、香川翼つばさ。

　翼は老舗百貨店『須す見み屋や』の紳士服売場担当で、入社三年目。来月で二十五歳になる。

「そもそも翼のせいなんだから」

「ふざけんな。兄貴の浮気に俺は関係ねえぞ。どこまでずれてんだよ、おまえは」

　兄弟だから、顔も体格も声もどことなく似ているが、性格は正反対。

　伊吹は、愛想が良くて気が利いて、女の子にすごくやさしい。おまけにルックスもいいから、当然、モテる。趣味はスノボとサッカー。女の子がキャアキャア言いそうなスポーツは、取りあえずおさえているらしい。

　一方、翼も目鼻の整った顔立ち。スポーツも家系的なこともあって万能らしいけれど、中学、高校時代は意外にも美術部だったとか。性格はぶっきらぼうで、良く言えばクール系イケメンとでも言うべきか。

　でも仕事中の翼はまるで別人。怜悧な表情の合間に見せる営業用の笑顔には、私でもドキッとさせられる。

　初めて翼の笑顔を見た日もそうだった。




　◇




　それは七ヵ月ほど前の去年の秋のこと。

　私は、翼が勤める百貨店『須見屋』のテナントであるジュエリーショップ『Jewelry Sawamura（ジュエリーさわむら）』に勤めていて、翌年から就職活動がはじまる弟のためにお昼休みを利用して紳士服売場でネクタイを選んでいた。そのときに接客してくれたのが翼だった。

　同じ百貨店で働いているから、売り場と名前は知っていた。でも、私はテナントの人間だし、積極的に人に話しかける性格でもないので、ほぼ初対面な感じ。

「お疲れ様です」

　ネクタイを探していたら、売り場に立つ翼と目が合ったので小さくおじぎをした。向こうも「お疲れ様」と返してきた。それが初めての会話だった。

「彼氏へのプレゼントですか？」

　翼が近寄って来てにこやかに尋ねるが、私は大慌てで否定をした。

「ち、違います！　彼氏じゃありません！　弟です！」

　翼にクスッと笑われたけれど、彼氏がいたことのない私にとって、その質問はとても気恥ずかしいのだ。

「お誕生日ですか？」

　翼はすぐに澄ました顔になる。

「はい。今、大学三年なんですけど就職活動に使えそうなものがいいかなと思いまして。うちの弟はセンスが良くないので、弟に任せると派手な柄のものを選んじゃうんです。でもそのせいで就職活動が不利になると困るので、ちゃんとしたものをと思ってこちらに……」

　接客業をしているおかげで、私もなんとか平常心を取り戻せた。

「弟さん思いなんですね」

　翼がしみじみと言う。私は照れくさくなって「いえ……」と小さく答えた。

「弟さんは、どんな色のネクタイを持っているんですか？」

「赤のチェック柄を一本、持っています。でもそれだと派手すぎますよね？」

「そうですね。会社にもよるのでしょうけど、確かにそれ一本だと不安ですね。それなら無難にブルー系がよろしいかと思います。例えば、こちらのピンドット柄ですと派手過ぎないですし、リクルートスーツにも合うかと思います」

　翼はその中の一点を手に取って、男の子の就職活動のことをよく理解していなかった私に丁寧に対応してくれた。

「一次面接と二次面接は違うネクタイをつけていくのが常識です。会社によっては、ネクタイの色や柄もチェックしていますから」

「そうなんですか!?」

　私にとって、それは目から鱗な情報。

　初めて知った事実に「じゃあ、二本ください！」と興奮気味に言った私に、翼は「かしこまりました」と落ち着いた様子で答えた。

「それではもう一本はシルバーグレーにしておきましょうか」

　そう言って、今度はいかにも上品なネクタイを手に取って私に見せてくれる。

「一見、無地に見えますけど細かなブラックのストライプが入っているんです。オシャレで落ち着いた感じなので就職後も長く使えると思いますよ」

「なるほど……これも素敵ですね」

　翼はスラッとした長身で、クセのない顔は平均以上。きれいな二重の瞳の虹彩は少し色素が薄くて、そこだけ見ているとやさしい感じに映る。

　そんな翼に就職活動のアドバイスまで受けて、さっそく弟に教えなきゃと心に決めた私は、勧められた柄を迷うことなく選んだのだった。

　お会計をすませ、その後、よくよく話を聞けば、翼は私よりもひとつ上。

　余裕の接客態度はまさか当時二年目の社員には見えなくて、新入社員だった私は驚きとともにほのかな好意を持ったのだ。

　そしてこの日、私の運命が変わった。翼の兄である伊吹に出会ったからだ。

　その日、彼はオーダーしたスーツを受け取りに訪れていた。

「よう、翼」

「兄貴」

「近くまで来たもんだから。車だから自分で持って帰るよ」

　長身のイケメンがふたり並ぶと迫力がある。私は彼らに挟まれて縮こまっていた。

　すると伊吹は仕事用の黒のスーツを着ていた私が一般の客ではないと気づき、頭のてっぺんからつま先まで、ジロジロとこちらを見る。

　値踏みされているみたいに思えて気分が悪い。

　しかし遠慮を知らない伊吹はさらに驚くべきことを口にする。

「ところで翼。この子はおまえの彼女？」

　なんでそうなるのよ！　とは言わなかったけれど、私の顔を見た翼は苦笑い。

　伊吹はたぶん軽い気持ちで言ったのだろうが、聞き流せない私は、どれだけ神経質なのだろう。我ながら器の小ささが情けなくてシュンとなる。

　そんな私に伊吹はますます関心を持ったようで、さっきよりも食い入るように見つめてくる。そのため、私の顔はすっかり上気していた。

　このとき翼は、私が男慣れしていないことを感じ取ったに違いない。

「違うよ。その子はテナントの子。うちの店に買い物に来てくれたんだよ」

「なんだ、そっか。随分と仲が良さそうに見えたもんだから」

　伊吹はそう言うと私に向き直り「はじめまして」と名刺を差し出した。

　この日は日曜日で仕事は休みのはずなのに名刺入れをしっかりと携帯しているあたりはさすがエリート銀行マン。私は伊吹からもらった名刺を眺めながら、軽そうな雰囲気とは裏腹に仕事は相当できる人なのだと感じた。

「翼の彼女じゃないんなら、ちょうどよかった。今日の夜、一緒に食事でもどう？」

「え？　お食事ですか？」

　いきなりなにを言い出すのかと思ったが、あまりにも自然な流れで断わるタイミングを逃してしまった。

「今、仕事中なんでしょう？　終わるのは何時？」

「あ、あの……」

　グイグイ迫られて逃げられない。

　ナンパなんてほとんどされたことがないけれど、仕事場である百貨店でナンパされるのは人生初。

　すると、その様子を黙って見ていた翼が冷やかな声で言った。

「兄貴、俺の職場でそういうのはやめてくれ」

「かたいこと言うなよ。俺はこの子が気に入ったの。顔はかわいいし、ウエストはくびれているし、足首だって細い。休日に自分のタイプの女の子を食事に誘ってなにが悪い？」

　私は、大袈裟なほどの褒め言葉に放心状態。

　けれど、翼は伊吹のこういうところは日常茶飯事であることを知っているからか、まったく驚く様子はない。おまけに伊吹の動じない態度に、翼はそれ以上なにを言っても無駄だと悟ったようだった。

「好きにしろよ。でも頼むから店の外でやってくれよ」

　翼は淡々と言うと、伊吹のスーツを取りにさっさと店の奥に消えていく。その場で立ち尽くす私は伊吹とふたりきりになってしまい、突き放されたような気分だった。

「ごめんね。うちの弟、いつもあんな感じなんだよ。根はいい奴なんだけどね」

　さっきまでの愛想の良い態度は営業用だったのかと少しがっかり。私は複雑な気持ちになりながら、そろそろ帰ろうと思い、伊吹に挨拶をして職場に戻ろうとした。

　しかし、そのときだった。「待って」と呼び止められ、私は足を止めた。

「食事は諦めるよ。でも少しだけ話に付き合って。休憩時間が残っていればの話だけど」

　すぐ目の前には伊吹のきれいな顔と強い目力。私はそれに圧倒されて拒否することなんてとてもできなかった。

「はい……時間はまだ少しあります」

　こうして伊吹は得意の話術で職場に戻ろうとする私を引き留めることに成功すると、スーツを受け取るまでのほんの短い時間、なにげに私の個人情報を収集した。

「へえ。ジュエリーショップに勤めているんだ。なんていうお店なの？」

「四階の Jewelry Sawamura です」

「なら、今度、覗いてみようかな」

「本当ですか？　ぜひ、お待ちしています」

「時計を新しくしようかなと思っていたんだ。メンズものも置いてある？」

「はい。扱っております」

　私は伊吹に名刺を渡した。商品を買ってくれるなら売上成績アップに繋がる。そんなささやかな野望もあった。

「仁美ちゃんか。見た目同様、かわいい名前だね」

「いいえ。そんなことないですよ」

「つぶらな瞳だから、つい見入ってしまうよ。もしかして、その瞳が名前の由来？」

「さあ？　どうなんでしょう。字が違いますから」

「でもそんな気がするな。ご両親にとっては自慢の娘さんなんだろうな。美人に育って、こんな立派な会社に就職したんだから」

　伊吹は歯の浮くようなセリフを照れもせず言う。引っ込み思案で男性と付き合ったこともない私は「かわいい」だなんて、言われた記憶がない。

　伊吹の器量の良さと人懐っこさは、そんな私にとって魅力的に映った。

　おかげで私は聞かれたことに素直に答え続け、気づけば家族構成や恋人の有無、生年月日まで教えてしまっていた。

　私を落とすのは、伊吹にとって赤子の手をひねるより簡単だったはずだ。

　伊吹の爽やかさは、もはや犯罪だ。お世辞に決まっていると思いながらも、私は伊吹が仕掛けた甘い罠にまんまとはまっていったのだ。

　そして予告通り、三日後の夜、伊吹は私に会いに来た。




　◇




「伊吹を私に紹介したのは翼じゃない！」

「俺がいつ紹介したんだよ。おまえと兄貴が勝手にくっついたんだろう？　あとから知ってびっくりしたよ。まさかおまえが兄貴の常套句に落ちるとはな」

　それはその通りなのだが、誰かのせいにしないと怒りが治まりそうにない。

「翼が取らないで誰がこの責任を取るのよ？」

　私は睨みつけて文句を言う。すると翼は「横柄だな」と、あきれたように椅子の背もたれにふんぞり返った。

　そのとき、ちょうど店員がオーダーを取りに来て、翼は「白でいいよな」と私に確認を取る。私は「うん」と頷き、彼は自分のビールも一緒に頼んだ。

　なんだかんだ言いながら翼は面倒見がいい。決してやさしいとは言えないけれど、こうして私のわがままに付き合ってくれる。

　すがる相手が元彼の弟というのも変な話だが、なぜか翼には愚痴を言いやすいのだ。

「毎度、毎度、懲りない女だよな。どうせ、今回も結局は別れないんだろう？　だったら、さっさと仲直りしろよ」

「それは無理！　今回だけは絶対に許さないんだから！」

「兄貴だって反省してるよ。許してやったら？」

「イヤ！　だって、私の親友と浮気だなんて、あんまりだよ」

　いつものように伊吹の側に立つ翼に納得がいかず反発した。

　翼ならわかってくれると思ったのに。こんなに辛い気持ちでいる私に、「許してやれよ」なんて簡単に言ってほしくない。

　今まで二度、浮気された。

　一度目は伊吹と同じ銀行に勤める子で、私と付き合う前からの関係だった。いわゆるセフレというものだったのだが、それも彼女の寿退社によって鎮静化。

　いや、鎮静化というか、伊吹にうまい具合に言いくるめられたのだ。

　彼女は他の男と結婚し会社を去ったのだから、二度と会うことはない。それに、私と付き合う前からの関係なのだからいいだろうと、今思えば、自分勝手な理屈で納得させられてしまった。

　そして二度目はお約束、合コンお持ち帰りパターン。

　私がひとり暮らしをしているアパートを訪ねてきてシャワー中だった伊吹のスマホメールをこっそりチェックした私は、衝撃の内容に絶句。

　なにが「香川さんってエッチ上手ですね」、だよ！　と、怒り心頭だった当時の私。

　その後、スマホ片手にあれこれ考えた挙句、部屋の中だとアパートの入居者に迷惑がかかるからと、敷地内の駐車場に移動してスマホをアスファルトに叩きつけたのだ。

　しかし、部屋に戻ったところで思わぬ誤算が発生。スマホを叩き壊されたことを知った伊吹にめちゃめちゃ怒られたのだ。

「人のメールを盗み見るなんて人間として最低だ」とののしられ泣かされて、問題をすりかえられた。浮気を問い詰めるどころではなくなってしまった。

　短期間に二度も浮気をされて、今までずっとモヤモヤしながら過ごしてきた。

　それ以外にだって、怪しい行動はいくつかある。疑惑も入れると五本の指では足りないくらいなのに、私はどうしても伊吹を許してしまう。

　そんな自分は嫌いだったけれど、伊吹は誤魔化すのがすごく上手だし、私にとって伊吹が初めての彼氏だったせいか、自分から強く別れの意思表示をできないでいた。

　でも、今回だけは事情が違う。浮気相手が私の中学時代からの親友だなんて。これ、完全にアウトでしょう。

　だから三度目の正直。私は、伊吹と別れることにしたのだ。これほどおめでたいことはない。

　私は運ばれてきたワインを一気にあおった。

「そんな飲み方するなって」

　ようやく翼も心配顔になる。いつになく神妙な面持ちで私を見ていたが、今さらそんな顔をしても遅い。

　あの動画は今でも鮮明に記憶に残っている。伊吹に寄り添う私の親友。その様子を再び思い出し、涙がこみ上げてきそうになった。

　彼女の名前は高たか梨なし真ま理り奈な。

　同じ中学、高校出身の私たちは一緒に上京。彼女は短大に進学した。その後、アパレルショップを多数運営する会社に就職し、都内のファッションビルでショップ店員として働いている。

　真理奈も真理奈だ。どうして私の彼氏とホテルの部屋に行ったのか、いまだに理解できない。

　浮気を知った日から、何度も涙を流した。ずっと食べ物が喉を通らなくて、今日は久しぶりのまともな食事でもあるのだ。

「放っておいて。今日くらい好きに飲ませてよ」

　グラスを奪おうと伸ばしてきた手を払いのけると、もう一度、ワインをあおった。

　そんな私の態度に翼が小さく溜息をつく。

「それにしてもアイツも余計なことをするよなあ。兄貴も言い訳のしようがないもんな」

　アイツとは、あの動画を撮影し私に見せてくれた人物。

　三み浦うら英ひで孝たか、二十歳。

　彼は、将来、カメラマンになるために専門学校で勉強中の身で、いつもデジタルカメラを持ち歩いていた。それで、あの日もそのデジタルカメラで撮影したというわけだ。

　英孝くんとは、職場近くにあるホテルのＢＡＲ『ミスティ』で知り合った。お酒好きな英孝くんはよくひとりでそこを訪れていた。私は真理奈と一緒に『ミスティ』に通っているうちに顔見知りになり、いつの間にか三人で飲むようになった。

　伊吹と付き合うようになってからは顔を出すことは少なくなったけれど、それでも何度か彼と一緒に行ったことがあるので、伊吹は真理奈や英孝くんとも面識はあった。

「余計なことじゃないよ。英孝くんのおかげで、私は騙されずにすんだんだもの」

「知らなくてもいいことだって、あるんじゃないか？」

「じゃあ翼は、私が伊吹に裏切られたままの方がよかったって言うの？」

「そういうわけじゃないけどさ。なにも隠し撮りしたものを見せなくてもいいのにと思って」

　確かに決定的な証拠を見てしまったのだから傷は深い。目撃したことを聞くだけだったら、まだショックは少なかったかもしれない。

　けれど自分の目で見て知ってしまったのだから、目をつぶることはできない。

　伊吹と真理奈が泊まったホテルの八階に『ミスティ』がある。つまり、ふたりは『ミスティ』で仲良くお酒を飲み、そのままホテルの部屋へ消えたのだ。

　知らない女の人が相手ならまだよかった。そうだったら、少しは救われるのに。

　あの日、神戸でジュエリー展示会があり、私はそのお手伝いのために神戸に一泊した。動画は、その夜の出来事だった。私が東京に不在の日。

　それが計画的だったのか、そうでないのか。さすがに怖くて確認できない。もしそうなら人間不信に陥りそうだ。

「翼は誰の味方なの？」

　翼が最初から伊吹の肩を持つのが気に入らない。

　結束が固いのは男兄弟だからなのか。おまけに常に冷静に語るから、私に対して親身になってくれてないような気がしておもしろくない。

「少なくとも俺は兄貴の味方じゃねえよ」

「へえ。意外」

　だって翼の口から伊吹の悪口を聞いたことは一度もない。むしろ三歳上のエリート銀行マンの兄には一目置いていた。

「じゃあ、私？」

　望みは薄いけれど尋ねてみる。

「誰でもねえよ。ただ……」

　そう言いかけてビールを口に含む。

　ジョッキをコトンとテーブルに置いた翼の喉仏が上下に動くのをぼんやりと眺めながら、その続きを待っていた。

「俺はおまえが、本当はどうしたいのかが、わからないんだよ」

「へ？」

　期待して待っていたら、予想外の返し。意味がわからず、きょとんとする。

　すると翼は真面目な顔つきになって、冷淡な声で言った。

「散々、振りまわされているくせに。どうしていつも兄貴のとこに戻るんだよ？」

「それは、伊吹が反省しているから。私のことが一番だって言ってくれるし……」

「前にも別れるんだって大騒ぎしていたよな。でも結果はいつも同じ。おまえはどうせ、兄貴とヨリを戻すんだよ」

　翼の厳しい眼差しに尻込みしそうになる。いつもは興奮して伊吹への不満をぶちまける私をなだめて、話を聞いてくれたのに。

　怒っているのだろうか。私の気持ちが揺れ動いていることが不満げだった。

　確かに私は、伊吹が別れたくないと思ってくれているということが、単純にうれしかったのだと思う。

　初めての彼氏が伊吹という上等な男。手放すのがもったいなかった。自分から別れる勇気のない私は、必死にしがみついていたように思う。

　だけど、それは過去の私。

「今度こそ、私たちはヨリを戻さない。きれいサッパリ別れたし、言い訳を聞くつもりもない」

「兄貴がしつこく謝ってきたら？」

「追い返す！」

「その言葉に嘘はないな？」

「ありません！」

　きっぱりと否定した。付き合って七ヵ月。繰り返された浮気にもうすっかり疲れてしまった。

　愛情は残っていないわけでもないけれど、どちらにしても信用を失った今、そんなものは残っていても意味がない。

「なら、それを証明してみせろよ」

　翼の表情が意味ありげになる。口角が上がり、さきほどまでの深刻そうな雰囲気を一掃させていた。

　なんだか馬鹿にされた気分だ。

　文句を言おうと思ったけれど、翼に思いのほか艶っぽい視線を投げかけられて、ワイングラスのステムを握り締めることしかできなかった。

「できないのかよ？　まあ、おまえみたいな恋愛初心者には無理か。男は兄貴しか知らないんだもんな」

「それのどこが悪いのよ。遊んでいる女より、ずっといいじゃない」

「だったら、どうして黙り込むんだよ？」

「それは、証明しろなんて言われてもどうしたらいいか思いつかなかったからで……」

　決して翼に見とれていたわけではない。伊吹に似ていたからだ。伊吹みたいな笑い方をするのが悪いのだ。

　男のくせにまつ毛が長くて、男のくせに肌がきれいで、男のくせに色気があるのは反則だ。

「ふーん。じゃあ、俺が提案してやるよ」

　まっすぐ見つめられて唾をゴクリと飲み込む。そこには私が見たことのない翼がいて、妖艶なフェロモンを漂わせていた。

　着ているワイシャツはスリムタイプで、身体の線がきれいに出ている。実際、スタイルはいい。細身だけれど肩幅もちゃんとあるから男らしさも損なわれていない。

　ワイシャツのまくられた袖からのぞく前腕はほどよく筋肉がついていて、こんなにたくましかったかなと思った。

　そして翼が語り出した提案は──

　言っていることを理解するのに数秒かかった。

「……はあ!?　他の男と寝る!?」

「そっ。でも誰でもいいってわけじゃねえよ。本気で兄貴と決別したいなら、相手は兄貴が一番嫌がる男を選ぶことだよ」

　話がぶっ飛び過ぎている。そんな荒療治を提案されて、はいそうですかなんて素直に受け入れられない。

「冗談やめてよ。そんなこと、できるわけないでしょう」

「そうか？　結構、簡単だぜ、セックスなんて」

「……っ！」

　翼は当たり前のように言っているが、私にとって、セックスは簡単なことではない。

「いくらなんでも無理だよ」

「だけど、自分が変わるキッカケになると思うけど？　視野を広める意味で、一度、他の男を試してみろよ」

「変わる、キッカケ……」

　今までの自分が嫌で嫌で仕方がなかった。依存してしまう自分にサヨナラしたかった。

　そうすることで自分が変われるのであれば、試してみるのもアリなのだろうか。

「本当に変われるの？」

「たぶんな」

「でも、伊吹以外の男の人なんて……」

　想像できない。私にとって伊吹が初めての男の人だった。

　それなのに伊吹以外の男の人に裸を見られて、あんなことやこんなことをしてしまうなんて想像できない。

　でもその前に相手がいない。どうやって見つければいいのだろう。

　逆ナン、出会い系サイト……それとも夜の街をぶらぶらしていたら、物好きが声をかけてくれるのだろうか。

　ひとりであれこれ考えていたら、翼が突然立ち上がり、伝票を持って私の手を引っ張った。

「え？　ちょっと！　どこに行くのよ？」

「ラブホ！」

「はぁっ？」





２．壊れるほどに抱かれて




　広めの部屋には小さな冷蔵庫と電子レンジ。液晶テレビはうちのものよりも大きなサイズだ。

　すぐ横にはふたり掛けのソファとガラステーブルがあって、床は黒っぽい大理石調のタイル張りだった。室内は素敵な照明器具でちょうどいいぐらいの薄明かりに照らされている。

　私はダブルベッドのシーツの上に横たえられていた。

　それはいいとして。問題なのは、上から私を見下ろしているのがさっきまで悪態をついていた元彼の弟だということ。

　表情が妙に色っぽくて、とてもじゃないけれど直視できない。

　それとなく視線をずらしてみれば、いつの間にかネクタイを外し、ワイシャツも第二ボタンまであけていることに気づいてしまい、やる気満々なことがわかる。

「この状況、いまいち信じられないんだけど。なんで翼と、なの？」

「兄貴が一番嫌がる男って言ったら俺だろう？」

「だからって自分からこんなことしようとするなんて……翼、どうかしちゃったの？」

「おまえのためを思って言っているんだよ」

「でも伊吹と一番近い距離にいるのが翼なんだよ。翼はそれでいいの？」

「だからだよ。一番近いからいいんだ」

「その通りかもしれない。そうだとしてもだよ、翼は伊吹を尊敬していたんじゃないの？」

　真剣な顔。最初はふざけているのかなと思っていたけれど、そうじゃない。だけど、どうしても覚悟ができない。

「もう余計なことは考えるな。おまえは黙って俺に抱かれておけばいいんだよ」

「なによそれ。すっごい傲慢」

　なんと言っても一番不思議だったのは、翼が私を女として見ているということ。

　私だってそう。今まで何度か愚痴を聞いてもらうために、ふたりで飲みに行ったことがあったけれど、翼を男として意識したことは一度もなかった。

　人並み以上のルックスだとは理解していたが、伊吹と付き合っていたせいで、それを特に意識することはなかった。きっと感覚が麻痺していたに違いない。

　だから、今、大混乱中。

　兄とは幾度となく身体を重ね合わせたけれど、今度はよりによって弟とそんなことをしていいのかと自問自答していた。

「いい加減、観念しろよ。別に浮気しようってわけじゃないんだぞ」

「でも私なんかで本当にいいの？　私、たいしたことないよ」

　顔だって身体だって、とても自慢できるものじゃない。

　翼に付き合っている彼女がいないことは知っている。けれど、女性に不自由はしていないはずだ。

　翼は格好いい。初めて会ったときに、実際、そう思った。世の中の女性の大半は、翼が口説けば落ちると思う。

　そんな男が、事情があるにせよ、よりによって私なんかとやりたいだなんて、どう考えてもおかしいでしょう。

「もっと自分に自信持てよ。前から、そういうとこ、気になってた」

「自信……？」

「そう。おまえは兄貴にはもったいないくらいだよ」

「……翼」

　翼のイケメン光線は私の思考回路を少しずつ破壊していく。耳触りのいいことをたくさん言われて、気持ちがゆらゆらと傾いて夢見心地。

「おまえ、もっと、いい女になる素質あるよ。兄貴と別れて正解だよ」

　そして極めつけ。耳を疑うような口説き文句に目が点になる。

　大きな手で頬を撫でられ、熱い瞳で見つめられながら、本当に翼なのかと思うくらいの甘い言葉を囁かれている。

「翼……」

　理性が崩れて、とろけていく。

　頬にあった手が離れて、私の両手をシーツの上に押さえつける。それからすぐに長い指を絡ませてきた。

　翼も私と同じ接客業をしているので身だしなみはもちろん、指先のケアも怠らない。短くカットされ、やすりのほどこされた爪は男の人なのにすごくきれい。

　そんな指で触れられているのかと思うだけで、心臓が騒ぎ出す。

「いいな、抱くぞ」

　胸の高鳴りは最高潮。この瞬間、ついに私は陥落した。

「……うん」

　私は、とにかく無我夢中で応えようとしていただけだけれど、カラダはどんどん女になっていくみたいだった。

「へえ。そんな顔をするんだ」

「え？」

　突然、翼がふてぶてしく笑った。

「その顔、すげーいやらしいんだけど」

「嘘言わないで」

「本当のことだよ。おまえ、兄貴の前でもそんな顔していたのかよ？」

「そんなこと、言われたことないもん」

　伊吹はせいぜい、かわいいと言うくらい。恥ずかしがる私にそう言って、安心させてくれた。

「変なこと言うなら、帰るよ」

　けれど、絡まっている指は固く結ばれていてほどけない。思った以上の強い力に、翼の本気度を感じた。

「今さらやめられるかよ」

「じゃあ、もう、伊吹のことは言わないで、お願い」

「わかったよ。その代わり、俺に抱かれている間は、兄貴のことは一切思い出すなよ」

　そう言うや否や、下半身に思いっ切り体重をかけてきた。

　片方の手が解放されたと思ったら、翼の右手が私のシフォンのブラウスにかかり、器用にボタンを外していく。

　あっという間に白いキャミソールがあらわになり、それもすぐに乱暴にめくり上げられた。

　ブラジャーが丸見え状態。露出した肌をソフトな感触の手の平が滑っていく。鎖骨からゆっくりと下りてきて、そっと胸に触れた。

「やだ……見ないで」

　透き通る瞳からの視線が強烈過ぎて耐えられなくなる。こんなにまっすぐに求められると、恥ずかしさでどうにかなりそう。

「きれいだよ、おまえの肌。すべすべで、やわやわ。気持ちいい」

　でも、次の瞬間、瞳の輝きが急に鋭くなった。

「でも、きれい過ぎて、汚したくなる」

　本能むき出しの言葉を吐く一方で、ブラジャーの形をなぞるようにゆっくり動く手には、刺激を与えるほどの力は入っていない。その危うさに息を飲んだ。

　クールだった男に秘められていた強いオスの姿を目の当たりにして、私の身体は確実に変化の兆しを見せていた。

「ん、あぁっ」

　ふいにブラジャーのカップの隙間に指を差し入れられて、ビクンと身体が反応した。

「感度良好だな」

「……言わないで」

　でも落ち着いた声とは裏腹に、指の動きはいたって卑猥だ。胸の突起をコロコロと転がしながら、翼は私の反応をうかがっている。

　慣れた手つきが憎たらしい。でもすごく上手。どうやったらそんなワザが身につくのだろうと軽い嫉妬すら覚える。

　私の知らない翼がそこにいた。

　けれど、そもそも私は翼の人生の１パーセントも知らないのだ。知り合ってからの七ヵ月の間も、彼のことをほとんど知らずに過ごしてきたことに気づいた。

「なに？　こんなときに考えごと？」

「別にそんなんじゃ……」

「いやらしいことされながら、上の空とは余裕だな」

　余裕なんて１ミクロンもないというのに、翼は反抗的に返してくる。

「だから違うって言ってるでしょう」

　ついさっきまで、愚痴を聞いてもらっていた元彼の弟である人に半裸にされて、この私が平常心を保てるはずがない。それなのに私の言葉は見事に聞き流された。

「じゃあ、俺もそろそろ本気出すよ」

　男になった翼が私に覆い被さり、密着した状態で私たちは初めてのキスをした。

　強引かと思いきや、リズミカルに軽く唇を重ね合わせては角度を変えた。舌先がときどき唇の表面をかすめ、その度にドキッとした。

　言いたくないけれど、キスも上手。予想通りで頭にくる。

「キスしているときは目をつぶれよ」

　フェロモン混じりのつぶやき声は、低く響いて私の深いところを直撃した。

　これからどんなキスをされるのだろう、どんなふうに触れられるのだろうと、気持ちが高揚してくる。

「だから、目を閉じろって」

「あっ……」

　キスが瞼に落ちてきて、目を閉じた。そして、唇はすぐに離れてもう一度、私の口元へ。

「んんっ……んぁっ！」

　今度はとんでもなく激しい。一気に舌が侵入してきて、貪る。噛みつく。吸い尽くす。どの言葉が適切なのかわからないほどの強くて甘い衝撃は、体中を駆け巡り、翼しか感じられなくなる。

　絡められた指に力を入れて折り曲げると、翼もまたそれに応えるようにぎゅうっと握り締めた。




「仁美……」

　片腕で体重を支えるような体勢で、男の人にしてはしなやかな指が太腿を這う。

　手の平で触れられるよりも、それは官能的。どこが感じるかわかっているんだなと、その経験値が気になったけれど、私は抵抗できず、まっすぐに溺れていく。

「ぁっん！」

　足の付け根に指先が触れた。このときすでにショーツ一枚だった私のそこは、しっかりと潤っているのが自分でもよくわかっていた。

　ショーツ越しに触れられただけで派手に反応する私を、翼はクスリと笑う。そしてなにも言わず、すぐにその手を私の胸に添えた。

「あっ……」

　直に触れたかと思ったら、急に強くもまれた。

「いい感じ」

　なんのことかと思って瞬きしながら見上げると、満足げな顔の翼がいた。

「触り具合がいい」

　胸から視線をずらし、私の方を見た。

「そう、なの？」

　そんなに大きくもないけれど、脱ぐと意外とあるねと言われたことがある。もちろん、それを言ったのは伊吹なのだけれど。

「着痩せするんだな」

　兄弟そろって同じことを言う。

　でも着痩せするとは、女友達にも何度か指摘された。胸の大きさは遺伝らしくて、母方の祖母も私の母も胸は大きい。

「よく言われる」

「兄貴に？」

「……違うよ。女の子にだよ。伊吹のことは言わない約束でしょう？」

「なら、兄貴のことを考えるのもやめろよな」

　どうしてわかってしまうのだろう。その勘の鋭さにドキッとする。

「図星か」

　翼は思いっ切り不機嫌に言うと、再び私に覆い被さった。

　身体の重みで、私は伊吹の残像をなんとか押し出した。




「はぁ、翼……強いよ」

「どっち？」

「どっちも」

　指でつまみ上げられたり、舌先で舐められたり。固くなった胸の先端は右も左もいたぶられている。

　そして、次に手は下半身に届いて指の腹を使ってピチャピチャと蜜で遊び、腫れあがった蕾を撫でつける。

　ジンジンとした快感の中を私はずっと浮遊していた。

　そんな状態で唐突に挿入された一本の指。

「あっ！　ダメだって」

　長い指が激しく中をかき回す。

「なにがダメ？」

「……もう、やぁ……」

　数秒後、我慢できなくて小さな爆発を体感。容赦なく攻められて、もうすでに全身がだるい。

「この程度でそんなんじゃ、このあと、ついて来れねえぞ」

「……私も自信ない」

　なにもかも熱くて、溶けそうだ。

　熱い吐息が耳元に吹きかけられ、互いの汗が肌の上で混ざり合っていた。

「本音は無理をさせたくないんだよ。でも、俺だって男なんだ」

　突然、翼がためらいもなく私の中を貫いた。少し強引に、多少の焦りも滲ませる。

「んんっ……！」

　私は息を止めて、例えようのない圧迫感に目をつぶって耐え凌ぐ。

「仁美……」

　苦しさを和らげようとしてなのか、指が私の髪を梳く。目を開けると心配そうな翼の顔が飛び込んできた。

「わりい。つい、興奮して」

　すぐに私の心は静まって、頭皮に感じるやわらかい指の感触に酔いしれてしまう。

「ううん、平気」

　私はたぶん、翼のこんなところに居心地のよさを感じている。

　一見、冷たそうなのに、やさしさが根底にあるから離れられない。例え、こちらが攻撃的な態度に出ても、表情を変えずに面倒見良く全部吸収してしまうのだ。

　だから、辛いとき、私は翼にすがっていたのだと思う。おまえのヒステリーのひとつやふたつくらい、どうってことないんだよというその余裕を私はいつも求めていた。

「翼、いいよ。もっと動いても」

　さっき私が痛がったのを気にしているようだったので、遠慮しないでと言って見上げると、動揺した瞳が二回瞬きをした。

　だけどすぐにいつもの余裕を取り戻し、軽いキスを落とすと小さく笑った。

「じゃあ、遠慮なく」

　動く度に深い場所で鈍い感覚が広がる。翼をもっとリアルに感じたくて、熱い肌の上で指を躍らせると、翼も「くっ」という快感に堪えるような声を漏らした。

「はぁ……そこ、気持ちいい」

　もっと深く触れてほしい。すべて忘れてしまうほどの極上な時間を過ごしたい。

　自分の中にある快感の強さが増していくにつれ、そんなところにも感じる部分があったのだという新たな発見に驚いていた。

　そして、この先にあるものはなんなのだろうという淫靡な期待が膨らんでいく。

「あっ、……はぁっ……」

　まさか、この私がこんなに乱れるなんて思ってもみなかった。緊張していたはずの身体はどんどん開き始め、熱で赤く染まり、汗を滴らせていた。

「そんなにいい？」と、楽しそうに笑みを浮かべる翼への返事は、淫らな喘ぎ声。

　最初から、こんなに気持ちがいいのは初めてだった。翼がそこを突くたびに奥の方が疼いてキュンとなり、離したくなくなってしまう。

「おまえ、腰、動かし過ぎ」

「だって……」

「気持ち良過ぎて、もたねえよ」

　波打つ背中に腕をまわし、それでも締めつけてしまう。ときどき切なそうに歪む翼の顔を見て、自分が女であることを強く自覚した。

　私の身体で感じていることがうれしくて、少し荒い息遣いを聞きながら、さらに欲情を募らせていった。

「んっ……翼、もっと……」

　その角度が絶妙で、力任せではない当て方も丁度いい。体位を変えても、その絶妙感が続くから、当分この世界から抜け出せそうにない。

　四つん這いになった私の背後から覆い被さる翼の表情を、ヘッドボードの向こう側にあるミラー越しに見て、また中が潤いを増すのがわかる。

　そのときの私の顔もいやらしい顔だった。

　羞恥心が湧くが、行為に夢中になって、いつの間にか忘れる。

　それから何度も体位を変えて、いろんな形で繋がって、最後に私は尋ねた。

「ねえ、翼？」

　ゆるやかに打ちつける身体を正面から抱き締めながら見上げた。

「ん？」

「今日のこと──」

　今頃になってアルコールがきいてきたのか、意識がぼんやりとしてくる。

「それ本気かよ？」

　翼が首を傾げる。

「本気だよ。私、翼のことが大事なの」

「大事？」

「うん、だから今を大切にしたい。それに、過去を忘れたいの、全部。だからお願い……」

　伊吹のことも、そしてこんなことをしているという罪悪感も、忘れるくらい愛して。壊れるくらいに抱いてほしい。

　そんな気持ちを込めて腰を引き寄せると、今までで一番強く中を突かれた。

「あぁっ！　ん、……翼……」

　叫ぶような自分の声に驚きつつ、止められなくて、なすがままに突かれて淫らに乱れる。

　達して、きつく締めつけて、中で弾けた熱い液体をじわじわと感じていた。

　とうとう翼に抱かれたのだ。

　翼が私の上に倒れ込んできて目を閉じると、互いの乱れた呼吸音が聞こえる。私は余韻に浸りながら翼のやわらかい髪を撫で、清涼感のある香りを嗅いでいた。

　なにかが始まる予感がする。私はこれで生まれ変われるのだろうか。

　予想外の至福感に包まれながら、その幸せの意味がなんなのか、このときの私にはまだよくわからなかった。





３．誘惑の香り




「──さん、……深津さん！」

「あ、は、はい！」

「なにをボーっとしているのよ」

　パソコンで日計表を入力している途中で考えごとをして手を止めていたら、突然、畠はたけ山やま鈴すず子こさんに注意を受けてしまった。

　彼女は私の先輩社員で、新人の頃の担当トレーナーだった。右も左もわからない頃から厳しい指導を受け、それは今でも続いている。二十六歳とまだ若手ながら、うちのお店で売上トップを誇る優秀な人。しかも、超がつく美人さんで、畠山さん目当ての男性客も多い。

「すみません。すぐにやります」

「それが終わったら、ダイレクトメールの作成を今日中にお願いね」

「……はい」

　今朝の朝礼で、ダイレクトメールのハガキを明日中に発送するように店長から言われていた。

　日頃ひいきにして頂いているお客様への新作のご案内のハガキには、必ず手書きのメッセージを書き添えることが決まりになっている。これを私を含めた経験年数の少ない人間で分担している。

　電子メール機能を利用してメルマガですませようと思えばできるのだが、年配のお客様もいらっしゃるので、それはしない。手書きの文章のあたたかみを大切にしようというのが、会社の方針だからでもある。

　それはいいことだと思うけれど、いざやるとなると、これがかなりの重労働。たぶん、家に持ち帰り決定だなと思っていた。

「なにがあったのか知らないけど、仕事中に余計なことは考えないようにしてね」

「申し訳ありませんでした」

　畠山さんには、私がこのところ「心ここにあらず」で、仕事に身が入ってないことを見抜かれているみたい。

　ラブホから朝帰りしたのは二日前のこと。

　あの日はアルコールが入っていたから、勢いみたいな感じだったが、シラフになってみるとなんとも気まずい。

　裸のまま朝を迎え、明るい光の中では、恥ずかしくて翼のことを直視できなかった。

　幸い、職場は四階と五階でフロアが違うので顔を合わせることはなく、お昼休みも社員食堂でバッタリということもなかった。

　だけど、このままずっと会わないでいられる可能性は少ない。もし、偶然会ってしまったら、いったいどんな顔をすればいいのだろう。そのことばかりが気になって、今日も朝からそわそわして仕事に集中できない。

　付き合うわけでもない。友達というわけでもない。そんな私たちの曖昧な関係は、ひどく厄介に思えた。

「深津さん、何度言えばわかるのかしら？」

「はい！　すみません」

　取りあえず、仕事、仕事。畠山さんの視線があまりにも怖いので、気合いを入れ直した。

　ふと見ると、畠山さんはさっそく、男性のお客様の接客をしていた。

　五十代ぐらいの白髪混じりの紳士は、なかなか品がよくてオシャレなおじさまという印象。何度か来店されているお得意様だ。畠山さんは、さっきとは打って変わり、はつらつとした素敵な笑顔になっていた。

　さすがプロだなと思う。畠山さんは普段、私に厳しく注意をするけれど、それは私が未熟だから。いつでも楽しそうに仕事をしている彼女のことは見習いたいし、とても尊敬している。

　私には指名してくれるお得意様はいない。畠山さんの接客を見ながら、いつか私もと心に誓った。




　◇




「仁美、待ってよ！」

　勤務を終えて百貨店を出たときだった。

　今日は寄り道せずに、まっすぐ家に帰って、ダイレクトメールを仕上げようと思っていた矢先に呼び止められた。

「真理奈……」

　彼女は伊吹の浮気相手。そして私の親友。中学と高校時代はテニス部に所属し、当時は小麦色の肌が健康的で素朴な女の子。それが今では美白肌。

　外資系大人ブランドのアパレルショップ店員をしている彼女は、すっかり洗練された格好いい大人の女性になっていた。

「どうしてメールも電話もシカトするのよ？」

　そんなのは当たり前だ。元彼との別れの原因となった浮気相手に機嫌良く返事なんてできるはずがない。

　それより、親友の彼氏とエッチしたくせに、その親友に平然とメールや電話ができる神経が信じられない。

「悪いけど忙しいの。これから家で仕事しなきゃなんないんだから」

「答えになってないんだけど」

「それを私に聞く気？　自分がなにをしたか、自分が一番よくわかっているでしょう」

　街のネオンの煌きとは対照的に、真理奈の顔が強張った。

「心当たりがあるよね？」

「仁美……もしかして、知っているの？」

　真理奈が脅えるように尋ねる。

　伊吹とのことが私にバレていないと思って待ち伏せしていたのだ。図々しさに吐き気がする。

「全部、見たの。伊吹と真理奈が仲良く、ホテルの部屋に行くところ」

　なにも知らないとは言わせない。

　私は動画に映るふたりの姿を思い出し、涙が浮かんでくるのをなんとか堪えていた。

「嘘！　だってあの日、仁美は神戸に出張だったでしょう？」

「だからなんなの？　私が出張なのを利用して、ここぞとばかりに人の彼氏を横取りする人にいちいち答えたくない」

　立ちすくんでいる真理奈を思いっ切り睨みつけてやった。

　正直、この程度では気がすまない。ほっぺたをひっぱたいても気持ちがおさまらないほど。もっともっと罵ってやりたいくらいなのだ。

「これでも自分を必死に抑えているの、わかってよね」

「なにを見たのか知らないけど、それ、誤解だから」

「言い訳は聞きたくない」

「嘘じゃない。私、伊吹さんとホテルの部屋には行ったけど、なにもなかったの」

　涙目の真理奈は信じてほしいとでも言いたいのか、まっすぐに私を見据えていた。街の中の光が映り込み、瞳が潤んでいるのが見てとれる。

　だが、今さらそんなことを言われても到底信じられない。相手は伊吹だ。あの前科者がホテルに行ったのに手を出さないはずがないのだ。

「待ってよ！」

　だけど、歩き出そうとする私の左の肩口あたりを掴み、訴えかけてくる瞳は嘘をついているようには見えない。

　長い付き合いだから、それくらいわかる。もしかしたら、言っていることは本当なのかもしれないと感じた。

　真理奈は眉間に皺を寄せている。今になって、ことの重大さに気づいたのだろう。

「本当なの！　お願い、信じて」

　真理奈のこんな本気の顔は初めて見たような気がする。

　つまり、伊吹となにもなかったという真理奈の主張はやはり真実なのだろう。しかし、そうだとしても、部屋でふたりきりになったのは間違いないのだから、どちらにしても許せないことには変わりない。

　そもそも、どちらから誘ったのだろう。やっぱり、伊吹からなのだろうか。

　そのとき、私のことを思い出すことくらいあったはずだ。それなのに平気で部屋に行ったということは、伊吹と真理奈は、ふたりして私のことを馬鹿にしていたに違いない。

「仁美？」

　私の表情をうかがうように覗き込む真理奈の顔が歪んで見える。

　気づいたら、怒りに震える身体から力が抜け落ちて、見たくもない現実の中で立ちすくんでいるのは、私の方だった。

「親友だと思っていたのに……」

「ごめん。でも、あの日は酔っていて、それに──」

「だから、そういう問題じゃないの！」

　自分でもびっくりするくらいの荒々しい声が出た。真理奈も目を見開いて固まっている。

　我に返ったときはすでに遅く、行き交う人たちが振り向いて好奇の視線を向けていた。

　見ないでと心の中で叫んでも依然注目の的。どんどん追い込まれて、息がつまりそうだった。




「深津さん？」

　そのとき、突然、割り込んできた声に救われたと思った。

「あなた、こんなところでなにをやっているの？」

「畠山さん！」

　四方八方から刺すような視線を浴びせられているのに、肝心の真理奈は黙り込んだまま。それ以上なにも言えなくなっていた私にとって、彼女はまさに救世主だった。

「いいえ、なんでもありません。もう帰るところです」

「なんでもないと言うわりには、職場の前で随分と派手にやってくれるわね」

「すみません。ちょっと興奮してしまって……」

　と、もじもじと言い訳をしていたら、視界に飛び込んできたもうひとりの人物にさらに驚かされる。

「翼……どこかに行くの？」

「……うん、ちょっとな」

　うやむやな言い方だ。それでは答えになっていない。それに、どうして畠山さんと一緒なのかもすごく気になる。

「ふたりとも、知り合いなの？」

　畠山さんが私と翼を交互に見て、驚いていた。

「うん、まあ」と短く答えたのは、翼だった。

　この場合、答えるのは私でしょう。私と畠山さんの方が近い関係なんだから──とそこまで考えて、ハッとした。

　百貨店の中では従業員同士の交流はそれなりにあるし、ましてや畠山さんは評判の美人さんだから、周りが放っておかない。

　だから、ふたりが知り合いなのは別に不思議でもなんでもなくて、むしろお似合いのカップル。

　いつの間にそういう関係になったのだろう。ぜんぜん気づかなかった。

「なにがあったか知らないけど、喧嘩するなら、場所を選んでちょうだい」

「すみません」

　翼の前で怒られて、ますます格好悪い。浮気されて、身体で慰められて、その相手を変に意識してしまっているのに、その男はとっくに別の方を向いている。

　私はなんてまぬけなのだろう。

「間に合わなくなるから、そろそろ……」

　腕時計を確認し、畠山さんに向き直った翼が渋い顔になる。私がこの場にいることを迷惑がっているようだった。

「そうね。行きましょうか」

　私はふたりのことを見ていられなくて下を向いた。そして歩き出すふたり。

　翼のものであろう足音が通り過ぎるときに見えた、きちんと手入れされた革靴。

「翼……」

　私のことを置いて、いったい、どこに行こうとしているのか。

　そんなことを言える立場でもないのに、言いようのない孤独感にさいなまれた。

　翼はあの熱い夜のことなんてまるでなかったことのように、私に挨拶することなく過ぎ去っていった。

　これではまるで私が厄介者みたいだ。

　どうしてそんなふうに変わってしまったのだろう。

　思い当たる理由は、畠山さんに私とのことを知られたくないからということ。しかし、そんな心配をしなくても彼女に翼とのことなんてなにも言うつもりはない。

　こんなことになるなら抱かれない方がよかったのだろうか。翼にとってその方がよかったのなら、翼に対して申し訳ない。

「……あれは間違いだったのかな？」

「え？」

　ふと漏れてしまった私の言葉を真理奈が拾う。

「ううん。なんでもない」

「仁美？」

「もう、いいの。私、伊吹とは別れたの。だから、伊吹と付き合いたいなら、そうしなよ」

　伊吹も真理奈も翼も、みんな好きにすればいい。私だってこれ以上、三人に心の中をかき乱されたくない。仕事に差し支えると困るので、平穏な生活に戻りたいのだ。

「ごめん、真理奈。もう話すことはないから。それに今日は忙しいの」

　妙に冷静な自分に驚く。いつもより、ハガキ分だけ重いバッグは、今自分が片付けなければいけない現実を示している。
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　ひとり暮らしのアパートに着いて、玄関ドアの鍵穴に鍵を差したまま、ほんの数秒考え込む。なんとなく、いつもと違う感触だったからだ。

　……鍵が開いている。

　ひょっとして閉め忘れたのかと思ったけれど、毎日ほぼ無意識にやっていることなので、はっきりと思い出せなかった。

　そのとき「おかえり」と中からドアが開いた。

「なんで伊吹がいるのよ？」

「合鍵」

「そんなことはわかっているってば！」

　そんなことよりも、どうして別れた彼氏と私の住むアパートで再会しなきゃならないのか。どう考えてもおかしいと思う。

「明日は日曜だろ。俺、休みなんだよ」

「だから、それがなんだっていうのよ？　別れた彼女の部屋に、本人が留守のときに上がり込むなんて、不法侵入じゃない！」

　意味がわからない。英孝くんに伊吹たちの密会シーンを見せられた夜。あの日のうちに、私は伊吹に別れを告げた。伊吹だって「わかった」と言っていたのに、今さら彼氏面されても困る。

「まあ、入れよ」

「あのね、ここの家主は私なの」

「いいから」

　伊吹が私の腕を掴んで玄関に引き込んだ。

　バタンとドアが閉まり、ふわっと香ったのは、伊吹がまとっているフレグランス。懐かしさも手伝って、ついまた伊吹を許してしまいそうになる。

「廊下で大声出していたら、近所迷惑だろう」

「そうだよね……ってそうじゃなくて！　どうしていつも私を振りまわすの？　普通あんなことしたら、会わせる顔がないんじゃないの？」

「まあまあ、落ち着いて。仁美の気持ちは、よーく、わかっているよ」

　伊吹お得意の、女性の心をあっという間にとろけさせる、ふわふわな言葉が落ちてきた。自分のテンションとのギャップにきまりが悪くなる。

　しかし、少し気持ちを鎮めようと一呼吸置いたのがまずかった。

「きゃっ」

　いきなり、背中に腕がまわり身体ごと引き寄せられると、一度小さくバウンドしてから胸の中に閉じ込められた。それは一瞬の出来事で、私はいとも簡単に捕まってしまった。

　前屈みになった伊吹の唇が私の頭頂部に当たる。急にスイッチが入ったように無言で唇の愛撫がはじまった。

「こういうことすれば、私が喜ぶと思っているの？　だとしたら、違うからね」

「こうするの、好きだったくせに」

「やめて。私たちはもう恋人同士ではないの」

「大丈夫。俺に抱かれれば気が変わるよ。どうすれば仁美が悦ぶのかを知っているのは俺だけなんだよ」

　意味深な囁きで私を惑わせようとする。

　だけど思い出してしまう。

　地方の女子高出身だった私は、東京の大学に進学したものの、男の子と気軽に遊んだり飲みに行ったりすることがうまくできなかった。

　気づくと周りの女友達にはみんな彼氏ができていて、私だけ出遅れていた。

　そのうち男の子との経験がないことがコンプレックスになって、男の子とふたりきりになることを避けるようになり、それから彼氏いない歴をずるずると更新していった。

　でも、それは七ヵ月前にストップ。私は伊吹に大人の女にしてもらうことができた。

　この肌がそれを全部覚えている。

　伊吹が初めてだった私は他に比べようがなかったけれど、それでもエッチが上手な人なのだということはなんとなくわかった。彼は最初からやさしくて、焦ることなく私に合わせてくれたから。

「仁美、頼むから意地を張るなよ」

　切なそうな声が頭上から私の胸を鷲掴みにする。伊吹の香りに包まれて、タイムスリップしたみたいに、幸せだった頃の感覚が蘇った。

「伊吹……」

　私は堪え切れず、伊吹の鍛えられた背中に向けて腕を伸ばした。

　一週間ほど前まで私は彼のものだった。愛して愛されて、それは紛れもない事実。

「その気になった？　相変わらず、かわいいな」

　クスクスとからかうような言い方だって、いつも彼が仕掛けてくる誘惑のクセ。恥ずかしがる私から素直さを引き出すために、そうやって心の奥をくすぐってくるのだ。

　ここは私の部屋なのに。伊吹にかかると、いつも瞬く間に彼に占領される。

　過去に何度も私を抱いた胸の中にいるせいか、まるで穏やかな海の中でゆらゆらと漂っているみたいに思考がボーっとなっていく。伊吹の包み込むような愛はとてもリラックスできた。

　でも……。

「伊吹、私はもう、あなたのことは……」

　忘れると決めた。この決意は変わらない。だから私は翼にすがったのだ。

　女として扱ってくれたことへの驚きもあったけれど、あのとき本当の翼を知ることができたように思えて、やっとこの人の心の中に入ることができたのだとうれしかった。

「逃げても無駄。仁美は俺のところに必ず戻るよ。仁美がどんなに抗っても、俺はそれ以上の力で取り戻す自信がある」

　熱い唇が耳を噛んだ。離さないとばかりに腕の力が強くなって、腰をさらに引き寄せられる。

　密着する身体と身体。ブラウスの薄い生地越しに体温を感じながら、胸が当たってしまうのがどうしても避けられない。そうするうちに、伊吹の手が私の腰から太腿あたりに移動していった。

「やめてっ！」

「やめないよ。仁美は俺のものなんだから。立ったままするのも好きだっただろう？」

　スカートをめくり上げ、ストッキングの上から太腿をまさぐる。うごめく手の平に身体が勝手に反応してしまう。

　立っていられなくて、そうしたくないのに抱きつくような体勢になって、それをいいことに手の平がどんどん奥の方へ進んでいった。

「……離して」

　力一杯引き離そうとする。

「離さない」

「嫌なの、迷惑なの。伊吹のことなんて大嫌いなの」

「なあ、もういい加減にしろよ。いつまで怒っているんだよ？」

　玄関の床に崩れそうになる私をすくい上げ、腕の中にきつく拘束する。

「もう……」

　なにをしても懲りない伊吹は、どこまで呑気なのだろう。

「……ズルイ」

　この人は、なにもわかっていない。信じていた人に裏切られることが、どれだけその人の人生を変えてしまうのかを。

「ズルイって俺が？」

「うん」

「どうして？　俺はいつでも自分の気持ちに正直に生きている。卑怯な生き方はしていない」

「それが、ズルイの」

　私より年上で、普段は凛としたエリート銀行マンのくせに。私の前では無邪気に浮気くらいいいだろうなんて、平気で言えてしまう無神経さがズルイ。

　私はそれを承知で付き合ってきたから、なにも言えない。いくら文句を言っても、そんな人を好きになった責任は自分にあるのだから。

「私がどんなに傷ついたか知ってる？」

「浮気はしていない」

「え？」

「裏切ってないよ。仁美が俺のスマホを叩き壊した日から、一度も」

　後頭部を抱き寄せられて、伊吹の香りをより強く感じる。

　ブルガリの香水は、四月の彼の誕生日に私がプレゼントしたもの。それをほぼ毎日つけてくれていることはなんとなく気づいていた。

　シトラスは、私の大好きな香りだった。その香りに包まれて、伊吹の愛を感じていた。

　しかし、許せないという思いは消すことができない。一線は越えていないと言われても、それをしようとしていたのは事実だ。

「相手は私の親友だよ。伊吹だって知っていたよね」

「それは悪かったよ。仁美の気持ちを考えてやれなかったことは反省している。ごめんな」

　そうやって、伊吹はいつも真摯に謝る。私はずっとその言葉を、伊吹を信じてきた。

　惚れたもん負けなんだって自分に言い聞かせて、どんなことがあっても乗り越えようと思っていた。遠い未来、ふたりで過去の思い出話をしたときに、笑って振り返ることができればいいと夢見ていた。

「何度謝られても変わらないから」

　見上げると不満げな伊吹の顔があった。

「これ以上、伊吹と話しても無駄みたいだね」

　私は彼の胸に手を当ててゆっくりと腕を伸ばす。ふたりの間に隙間ができて私はようやく深呼吸ができた。

　でも、伊吹の手は今も私の身体を離さない。腰のあたりで止まったまま。

「信じてくれよ。あの日は真理奈ちゃんが酔っ払った上に、帰りたくないって言うから。カレと喧嘩して、少し自棄になっていたんだ」

「だから、なに？」

「あのあと、真理奈ちゃんのカレが迎えに来たよ。ヤキモチを焼かせたかっただけなんだからさ」

　やっぱり真理奈の言っていたことは本当だったのだ。浮気の事実はなかった……。

　だからと言って、翼とのことは後悔はしていない。だって、あのとき本当に抱かれたいと思ったし、なにより、あのときの私には翼が必要だった。

「でもそれって、真理奈次第だったということだよね？」

「そんなことは……んー、でも、実際どうだっただろうなあ」

　悪びれもせず言う伊吹。

　伊吹は正直過ぎる。おそらく実際に真理奈に迫られていないのだろう。だから私の質問の答えを出せないのだろうけれど、私に本気で許しを乞うなら、もっとしっかり否定してほしい。そんなふうだから、私は伊吹についていけなくなった。

　別れ話をした日も動画のことは誤解だと言い訳していたけれど、私には伊吹が本気で私を繋ぎ止めようとしているとはとても思えなかった。そのときにわかった。私への気持ちはその程度のものなのだと。

　それに伊吹が浮気を繰り返し反省もしないのは、私が何度も許してしまうから。

「自分の思い通りになる女の人なら、別に私じゃなくてもよかったんでしょう？」

「それは誤解だ。俺は仁美の純粋で健気なところにどんどん惹かれていった。今思えば仁美のそんなところを利用して甘えていたと思う。でも壊れたスマホを見て、それが仁美の痛みだとあとになってようやく気づいたんだ」

「またそんなふうに言って……時間が経てば元の伊吹に戻るに決まってる。だいたい、私みたいなパッとしない女で伊吹が満足できるはずないよ。ちょうどそこにいたから、声をかけただけでしょう？」

「初めて会った日のこと？　それは仁美を気に入ったから声をかけた。そのきっかけは翼だったけど」

「なんで、そこで翼が出てくるの？」

「あの冷めた翼と妙に馴染んでいたから。だから翼の彼女なのかと思ったけど、そうじゃなかった。それで興味を持った」

「あれは営業用でしょう。私が客としてお店に行ったから翼はそれ相応の対応をしただけだよ。それに翼は女の子に慣れている感じだよ。今までも、そういう接客をしてきたに違いないよ」

　翼はかなりクールな人だけれど、あの抱き方はそれなりの経験人数をうかがわせる。女の子を口説いている姿は想像できないが、女の子の扱い方はきちんと心得ていた。

「営業用だったのかもしれない。でも、翼は仁美が思っているほど女の子にマメじゃないし、自分から軽々しく声を掛けるような奴じゃないよ。でも、それだと弟から奪ったみたいに聞こえるな」

　長いまつ毛を伏せてどこか寂しそうに笑う。私にはその笑みが、翼と一夜をともにしたことを静かに責めているように感じた。

　伊吹はなにも知らないはずなのに。うしろめたさのせいなのか、伊吹の沈んだ声が私の耳にしつこいくらいにまとわりつく。

「奪ったなんて……それは伊吹の考え過ぎ」

「だよな。まあ、どちらにしても仁美を口説いたのは俺が先なんだ。翼がどう思うと俺には関係ない」

「さっきからなにを言ってるの？」

「つまり、このまま引き下がれないってこと」

「え？」

「そのことはいいから。とにかく、俺は仁美とは別れないから」

「伊吹、もう、その話はいい加減にして」

「過去に浮気をしたことは悪いと思ってる。今までの俺を改める。だから、仁美……」

「私たちはもう別れたの。今さら改めるとか言われても困るの」

　伊吹がなにを言っても無駄。ヨリを戻したところで同じことを繰り返すに決まっている。

　私がスマホを壊した二回目の浮気だって、ほんの三ヵ月前の出来事。今まで来るもの拒まずで恋愛を楽しんできた人だから、簡単に治るはずがない。

「伊吹？」

「ん？」

「これからは自由だよ。私に束縛されることもスマホを壊されることもないんだから、よかったじゃない。私は伊吹のかわいい彼女でいられる自信がないの」

「仁美はかわいいよ」

　私は大きく首を振った。

「ううん。私、自分が大嫌いだった。ヤキモチを焼いているときの私は、きっと醜い顔をしてたよね」

　思い出すと恥ずかしい。いつも怒鳴ってばかり。伊吹を疑っていた自分を憐れにすら思う。

「そんなことないよ。どんな仁美も好きだよ」

「今さら遅いの。私、伊吹のことは諦めたの」

　腰にあった伊吹の手の力が弱まり、私はもう一度、彼を見上げた。

「ねえ、伊吹。私たち、もう潮時だったんだよ。今度こそ、終わりにしよう」

　伊吹は唖然として瞬きをし、それから瞼を伏せた。

　落ち込んでいるように見える。でも、私と別れたぐらいで、あとを引きずるような柔な性格の彼ではない。どうせ、すぐにケロッと忘れるに決まっている。

「もう帰って。ここにはもう二度と来ないで」

　私はヒールを乱暴に脱いだ。転がった靴を直しもせず「お風呂の準備してこよ」と、部屋へ上がった。

　依然、玄関で茫然と立ち尽くす伊吹を無視してバスルームに入る。だけど、ひとりになってバスタブの蛇口をひねると、強がりは呆気なく崩れて涙が出てきてしまった。

「伊吹の馬鹿……」

　傷つけたのはそっちのくせに、なんで伊吹がショックを受けているのだろう。あんな顔を見せられたら、後味が悪くてたまらない。




　玄関のドアが閉まる音がバスルームにも聞こえてきた。

　帰ったんだと、ホッとして涙を拭った。

　合鍵を返してもらうのを忘れていたことに気づいてリビングに戻ったら、それはテーブルの上に置かれていた。私は胸に痛みを感じて、小さく溜息をつくのだった。

　それから、伊吹を振り切るようにシャワーを浴びた。

　ボディソープの泡を熱めのお湯で洗い流しながら、これですべてを洗い流せたら…なんて非現実的なことを真剣に考えていた。

「んぐっー！」

　今日の入浴剤は、お気に入りのローズの香り。バスタブで鼻までお湯に浸かり、声にならない声をお湯の中に吐き出した。

　翼とのことを隠して別れを告げた私は卑怯だ。

　だが、私が黙っていさえすれば、兄弟の調和を乱すことにはならないだろう。

　それに翼は一夜限りのこととして、ふたりだけの秘密にしたかったのかもしれない。いや、むしろ、なかったことにしたかったのかも。

　好きという言葉はなかった。当然だ。私も翼が好きで抱かれたわけではないのだから。

　だけど今日、私の中で翼に対して芽生えた感情が、今までのものとは違うということに気づいてしまった。私は、翼が畠山さんと一緒にいたことに動揺し、彼の冷たい態度に傷ついていた。翼の中に、別の女性が存在することが、どうしようもなく悲しい。

　私はこれからどうすればいいのだろう。翼のことを考えてはいけないと思えば思うほど、頭から離れてくれない。

　たった一度のセックスで心が奪われてしまったのだろうか。





４．浮気性な元彼の逆襲




　やられた！

　そう思ったのは、お風呂からあがって、ダイレクトメールを仕上げ、寝るためにベッドに行き、布団をめくったときだった。

　そこに、ポツンと置かれていたソレ。

「伊吹の奴……」

　こんな大事なものをベッドの中に置いていくなんて、絶対にわざとだ。

　そこは、私がすぐには気づかない、かつ必ず気づく場所。計算ずくですとバレバレの行為から、伊吹の無言のメッセージを受け取ることができる。

「あとで考えよう」

　深夜１時過ぎ。時刻を確認して諦めた。どちらにしても連絡手段がない。

　どうせ向こうから連絡があるだろう。だって大事な大事なスマホなのだから。




　そして案の定の展開。

　翌朝、出かける間際の慌ただしい時間帯に、狙ったように私のスマホに着信があった。

　表示番号は固定電話。電話にでるとやっぱり伊吹だった。

「今、忙しいんだけど。これから仕事なの。忘れ物のことならあとにして」

「俺もスマホがないと困るんだよなあ。でも今日も仕事か。それなら、どうしようか……」

　だったら、どうしてわざと忘れていくのかと言い返したいところだが、それより急がないと仕事に間に合わなくなるので我慢した。

「なら、あとで取りに行くよ」

「あとって？　私、今日は早番だけど何時に帰るかわかんないよ」

　待たせるのも悪いと思い、言ってみる。

「んー……、なら、夜にでも」

　のんびりと答える伊吹に若干イライラ。こっちは電話片手にストッキングと格闘中だっていうのに。

「夜って、何時？」

「９時過ぎなら大丈夫だろ？」

「その時間なら……」

「わかった。９時頃に行くよ」

　自然な流れで会話が進むのだが、あれ？　という違和感を覚える。

「じゃあな」

　伊吹は私の返事を待たずに電話を切ろうとする。しかし、さきほどの違和感の意味にようやく気づき、そうはいくかと、私はすぐさま口を開いた。

「いやいや！　来なくていいからっ！」

　危うく伊吹の作戦にはめられるところだった。朝のどさくさ紛れの電話は私に考える時間を与えない。うまく誘導されて、約束させられるところだった。

　結局、仕事が終わってから外で会うことにした。夜の７時に通用口で待っていてもらえれば、残業があっても抜け出して届けることができる。

　渋々、了承する伊吹に、今度こそ隙を与えないように、こちらからさっさと電話を切ってやった。

　どうりで律儀に合鍵を置いて行ったわけだ。

　今日も合鍵を使って勝手に部屋に上がれば、またそこで喧嘩になることは目に見えているし、そもそも私が今日にでも鍵を替えてしまえば合鍵は役に立たなくなる。

　だからさっさと返した。逆に合鍵がないことを利用して、私から直接、スマホを受け取ろうという作戦だ。




　◇




　いつもよりも早めに職場に到着した私は、さっそくバックヤードでダイレクトメールの発送準備をしていた。宛名ラベルと切手を貼る作業を黙々とこなす。

　簡単な作業だが仕事量は多い。この仕事も回を重ね、今では手際もよくなった。そつなくこなせるようになった私は、そこだけは成長したと言えるのかもしれない。お昼休みにポストに投函すればノルマ完了だ。

　そのとき、人の気配を感じて視線を移すと畠山さんの姿が目に入った。

　すっきりとしたまとめ髪にパールのピアスが映えている。シンプルなデザインのパールのピアスは畠山さんが生き生きと輝いているからこそ似合うのだと思う。その輝きは仕事だけでなく、恋も充実しているからなのだろうか。だとしたら、その相手は翼しか思いつかない。

　そのパールに魅せられながら「おはようございます」と挨拶をして、またすぐに仕事に戻った。

　夕べの自分がおかした失態と翼との意味深なツーショットを思い出して、気まずさを感じてしまう。

　そんな私の顔を畠山さんはジロジロと見入った。

「なんでしょう？」

「深津さん、顔色悪くない？」

「そうですか？」と答えながら、ほっぺたを手で押さえた。

　夕べ、寝るのが遅かったし、ここのところいろいろあったからか。だとしても、それを翌日に持ち越すなんて、接客の仕事をしている人間としてはよろしくない。

「だいぶ疲れているみたいね。大丈夫？」

「はい。少し寝不足なだけです。あとでメイクを直してきます」

　チークを入れよう。あまり派手なメイクもできないので、できると言ったらそれくらい。

「でも、それ、ちゃんと仕上げてきたのね。偉いじゃない」

　畠山さんは、私の手元にあるダイレクトメールの束を見て、ニコニコとしていた。さほど年齢が変わらないのに子供扱いされているみたい。

　もちろん、誰が見ても畠山さんの方がきれいだし大人だ。だからといって、そこまで上から目線で言わなくてもいいじゃないかと思う。

　……なんて、思ってしまう私は、卑屈なんだろうか。

　翼は畠山さんみたいな人がタイプなのか。私とは正反対。なら、どうして抱いたのだろう。

「昨日はすみませんでした。……あの、夕べはどちらに？　もしかして、香川さんとデートですか？」

　つい、翼とのことを追求してしまったあとに、しまったと思ったけれど、引っ込めることもできない。

　遠慮がちに見上げると、畠山さんから笑顔が消えていた。

「気になるの？」

「い、いえ……ただ、なんとなくです」

「そう言えばあなたたち、仲がいいみたいだものね。ただの顔見知りというわけでもなさそうだし、彼とはどういう関係？」

　冷ややかな目が見下ろしている。質問したのは私なのに、墓穴を掘ってしまった。

「知り合いの弟なんです」

　伊吹とはお別れしたので、「知り合い」というのは決して間違っていない。畠山さんが不審そうな顔をしているが見ない振りをした。

「そうなの。お兄さんと……」

　でも、その先の言葉は彼女の心の中に吐き出され、続きはわからなかった。

　結局、私の質問は無視されたということか。

　唇を引き締めて話は終わりよというように踵を返し、お店に向かった畠山さん。ジュエリーを展示しているガラスケースを丹念に磨き上げている姿が目に入った。すっかり仕事モードだ。

　腑に落ちないけれど、それ以上尋ねても無駄なようだった。
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　お昼頃に百貨店近くのポストにダレクトメールを投函したあと、来た道を小走りで戻った。

　昼間とは思えないほどの薄暗さ。朝はなかった分厚い雲が空一面を覆っていた。

　天気予報をチェックする余裕がなくて、傘を持たずに外に出てしまった。途中で降り始めた雨に打たれる。

　黒のスーツはそれほど目立たないが、後ろでひとつ結びにしている髪は雨に濡れているのが一目瞭然。前髪からは水が滴り落ちていた。おそらくメイクも崩れまくっているだろう。

　しかし、メイク道具はお店のロッカーだ。

「仕方ない」

　百貨店の通用口を通り抜けると、人目を避けるためにエレベーターはやめて階段を選んだ。

　すると、息を乱しながら階段をのぼって行く途中で、涼しげな顔で階段をおりてくる翼に出会ってしまった。思わず胸がざわついてしまう。

「……お、お疲れ様」

「ん、お疲れ……」

　翼は、髪を雨に濡らしメイクの崩れた私の顔を見下ろして、眉根を寄せていた。確かに無様な格好だから無理もない。

「外に出てたら、途中で降られちゃったの」

　自分でもわざとらしいと思うような笑顔で言う。

「馬鹿だな。朝は晴れていたけど、今日は高確率の雨の予報だったぞ」

「近くのポストまでだから間に合うかなと思ったんだけど、この有様」

「随分びしょ濡れだな。そんなにひどいんだ、雨」

　ふわり、頭の上にやわらかいものが乗せられた。

「ハンカチ……」

　乗せてくれたそれを手に取ると、翼がいつもつけている香水と同じ香りがした。

　昨日はあんなに冷たかったのに。今は、畠山さんがいないからなのか。彼女がいないときは普通に接してくれるんだ。

「ありがとう」

　アイロンがけされたハンカチを手に取ってお礼を言うと、翼は照れているのか、なにも言わず口元を綻ばせた。

「外に食べに行くの？」

　翼の手にはしっかりと傘が握られている。階段をおりてきたということは外出するのだろう。外はひどい雨なのに、今日は社員食堂じゃないのか。

　翼は「ああ」と、短く返事をする。普段からクールではあるけれど、それにしても素っ気ない。

「ここのところ、社食で会わないね。外に食べに行っていたの？」

　避けられているのかもと思い、軽く探りを入れてみる。

　私もあのことがあってから、どんなふうに接すればいいのか悩んだが、避けていたわけではない。もし翼が私とのことをなかったことにしたいのなら、それは知っておいた方がいいと思った。

「本社でスキルアップ研修が入っていたんだよ。昨日もミスしちゃって昼に休めなかった」

　頭をかきながら苦々しく言う。どうやらそれは本当のようだ。

　そう言えば、翼が仕事で失敗した話は今まで聞いたことがない。元々愚痴を言う性格でもないし、一年後輩の私では相談相手にもならないのかもしれない。

「問題は解決したの？」

「無事に」

　スラックスのポケットに手を入れて、こともなげに言う。

　なら、安心だ。

　百貨店に限らず最近のお客様の中にはクレーマーも多い。こちらに落ち度がなくても、うまくフォローしないとこじれることもあるので、ひとつひとつ慎重に解決していかなくてはならない。

「よかったね。でも翼でもミスをするんだね」

「ミスしても、ちゃんと自分でカバーできるなら、それに越したことはないんだけどな。そうそう、うまくいくもんでもないな」

「深刻な問題だったの？」

「いや。たいしたことじゃないのに自分で解決できないのが悔しかっただけだよ」

　なにがあったのだろう。疲れたような様子が気にかかる。だけど、私がそれを尋ねても教えてくれないような気がする。

　まだ、翼に避けられている感が否めなくて、深く詮索するのはやめようと思った。

　畠山さんになら心を許せるのだろうか。彼女なら翼の相談相手になれるくらいの知識や経験がある。つまり、昨日は彼女に慰められていたということか。

「それよりさ。おまえ、風邪ひくぞ。早く服を乾かせよ」

　寂しさが押し寄せて息が苦しい。私は今、どんな顔をしているのだろう。いつも通りの表情を保っているつもりだが、顔面が今にもひきつりそうだ。

「うん。そうする。えっと……行ってらっしゃい。雨、ひどいから、気をつけてね」

　別にいいのだ。私は彼の領域に踏み込んではいけないのだから。

　急いでいるのか、軽快に階段をかけおりていく翼。

　私は手の中にある翼のハンカチで頬の水滴を拭き取りながら鼻を啜る。

　ハンカチと同じ匂いの残り香が、階下へすーっと消えていった。

　職場に戻ると、スーツの上着だけハンガーにかけて自然乾燥。髪は乾くまでゴムをほどいて放っておくことにして、バッグに入れてある予備のストッキングに履き替えた。最後にメイクを直せば、ほら元通り。

　パウダールームを出た私は、百貨店の中にあるスタバでコーヒーをテイクアウトして社食で休憩する。やっと立ち直れると思っていたのに、再び食欲減退。

　私はコーヒーを口にしながら、ただぼんやりと伊吹との約束のことを考えていた。




　◇




　日曜の午後は客足が伸びる時間帯だ。

　夕方になってもそれは衰えることなく、ありがたいことに、雨にも関わらず今日はひっきりなしの接客だった。

「こちらのスター＆スターシリーズは、とても人気があるんですよ」

　三十代前半くらいのフェミニンスタイルの小柄な女性がガラスケースの中のジュエリーを熱心に見ていたので声をかけると、急に緊張した表情になった。

「……そうですか」

「どうぞ。見るだけでも構いませんので。ネックレスやピアスなど、大人の女性に似合うデザインをいろいろと取り揃えております」

　このスター＆スターシリーズは夜空に浮かぶ星をモチーフにしたもので、カジュアルさを抑えたしっとりとした上品なデザイン。春に発売された商品も売れ行きが好調で、常に豊富なアイテムを揃えている。

「実は私もお気に入りのシリーズなんです」

　そう言って、いくつかのジュエリーをトレーに並べると、お客様が「かわいいわね」と微笑まれ、固かった表情がようやく緩んだ。

「このようにカラーストーンで揃えております。お客様のお誕生日は何月でしょうか？」

「三月なの」

「それでしたら誕生石のアクアマリンもよろしいかと思いますよ」

　私はアクアマリンの石を使っている指輪とネックレス、ピアスを選ぶと、もうひとつのあいたトレーに移した。

「いろいろあるのね。このアクアマリンの指輪も素敵だわ」

「こちらの指輪はミル打ちと言って、リングに細かな玉が彫り入れられているんです。アンティークジュエリーにも施されている技法なのですが、シンプルなのに上品で豪華さがあります。そのためミル打ちは、マリッジリングとしても人気なんですよ」

　お客様がマリッジリングにも興味を示されていたので、私はスター＆スターシリーズのマリッジリングをケースから取り出した。

　ミル打ちのマリッジリングには三日月が彫られ、そこに寄り添うようにダイヤが一粒付いている。星に見立てたダイヤが月の印象を強く残し、不思議な力を感じる。まるで引力に引き寄せられるみたいに魅了される。

　マリッジリングとしても珍しいデザインで、最近、人気上昇中の品だ。

「オシャレね。こういう凝ったデザインのものもあるのね」

　お客様が指輪の角度を変える度に照明が反射してダイヤも輝く。それを愛おしそうに見つめるお客様の瞳も笑顔もキラキラと輝いていた。

「通常、ミル打ちの指輪はサイズ直しが難しいのですが、こちらの指輪はそれも可能ですので、安心してご購入頂けます」

「そうなのね。そういう知識、ほとんどないものだから」

「マリッジリングをお作りになるときも、その点は注意が必要です。当店以外のお店でお買い求めになる場合は、その確認をした方がよろしいかと思います」

「ありがとう。とても参考になるわ。結婚なんてまだ予定もないけど」

　そう言いながら、頬がほんのり朱色に染まっている。直感的にお相手がいらっしゃるんだなと思った。

「そのときはぜひ、お手伝いさせてください」

「そうね。そのときは、あなたにお願いするわ」

　この日、そのお客様はアクアマリンのピアスだけをお買い求めになった。

　アクアマリンのネックレスを今年の誕生日に彼からプレゼントされたそうで、せっかくなのでそれに合うものがいいということで選ばれたのが、スター＆スターシリーズのピアスだった。

　アクアマリンの石の下に揺れるゴールドのスター。小さめのスターが彼女の上品さを引き立たせていた。

　私がこの仕事に就いて感じたのは、ノルマや立ち仕事の大変さはあるけれど、お客様の笑顔がそれらをすべて忘れさせてくれるということ。

　めったにこういうお店には来ないというこの女性は、昇進した記念にジュエリーを買おうと思ったのだそうだ。

　仕事一筋で頑張った甲斐があったわとおっしゃられて、私も幸せな気持ちになった。だから心から思う。もっと輝いてもらいたい。幸せな笑顔に包まれてほしい。

「また来るわね」

「ありがとうございます。お待ちしています」

　お客様をお見送りするとき。こんな瞬間も至福のとき。笑顔で商品を大切に手にしている姿を見ていると、こちらも自然と笑顔が零れる。

　自分へのご褒美。そんな目的でジュエリーを選ばれるお客様もいらっしゃる。

　他にも特別な節目だったり、大切な人へのプレゼントだったり。高級なジュエリーはそんな存在。それを選ぶお手伝いができるこの仕事を、誇らしく思った。




　まもなく、今日の勤務時間も終わりが近づく。

　しかし、ほっとしたのも束の間。漂ってきたブルガリの香りに導かれるように視線を向けると、私服姿の伊吹がにっこりと微笑んでいた。

　約束の時間まであと十五分ほどある。どうしてこの人はおとなしく外で待っていられないのだろう。

「今日はひどい雨だろう。だから道が混んでいると思って余裕を持って家を出たら早く着き過ぎちゃってさ。で、来ちゃった」

　先ほどのお客様のためにトレーに乗せていたジュエリーの中から、おもむろにひとつを手に取った伊吹。興味深そうにネックレスを眺める演技を怠らない。

　そもそも「来ちゃった」というセリフは女の人が言うセリフだと思う。いや、いまどき、そんなことを言う女の人も珍しいのではないか。

「仕事、もう少しかかるの」

　幸い他の店員は近くにいない。極力、小さな声で伝えると「別にいいよ」と爽やかな笑顔を見せ、わざわざ私の手を取って、その中にネックレスと落とした。

「上の階にいる」

　そして呆気に取られた私をさほど気にすることなく、それだけ言い残すと、伊吹は素早く背を向けてエスカレーターの方へ歩いて行ってしまった。

　引き留める隙もなかった。仕事中の私が追いかけることができないことを伊吹が計算していることに気づいたのは、手の中のネックレスの感触を思い出してから。

　ジュエリーショップの店員が商品を放って売り場を離れることはできないことを、伊吹はちゃんと知っている。

　しかも、上の階ということは、紳士服売り場だ。当然、そこには翼がいる。透き通ったアクアマリンを見つめながら、今日の雨を恨んだ。

「勘弁してよ……」

　私の独り言に反応したのは畠山さん。

　いつからそこにいたのだろう。畠山さんは「どうかしたの？」と不思議そうにこちらを見ていた。

「なんでもありません」

　触れられたくない。私はネックレスをケースにしまおうと、慌てて手を動かした。

　だけど容赦ない彼女。

「ところで、さっきの男性は誰？」

　案の定の突っ込み。伊吹のことを見ていたのだ。

　その前に接客していた女性のお客様のことには触れず、怪しんでいる素振りを隠しもしないところが彼女らしい。

「以前に時計を買って頂いたお客様です」

　翼と関係を持ってしまった今、伊吹が元彼だと知られたくないと咄嗟に思った。

　そして、そんなことを思ってしまう自分の横柄さが嫌になる。

　最低な私。あんなに好きだった伊吹をこんなふうに思ってしまうなんて、どれだけ思い上がっているのだろう。

「なのに、さっさと帰してしまったの？　いったいなんの用？」

「こちらには、ただ寄られただけみたいです。他のフロアに欲しいものでもあったんじゃないでしょうか」

　……とそこまで言って、ハッとする。畠山さんが翼と親しい関係ならば、伊吹と知り合う可能性は高いのだから。

　私は馬鹿だ。嘘をつく必要はなかったのだ。

　畠山さんはどう思ったのかはわからないけれど、それ以上のことは尋ねてこなかった。逆にそれが不気味に感じられたが、今は仕事中。私は気持ちを切り替えた。

　畠山さんもお客様に気づいて、すっと私のそばから離れていった。




「さっきの人、すっごいイケメンでしたね」

　さすが伊吹。その場にいたのはほんの少しの時間なのに、どうしても目立ってしまうようだ。

　今度は後輩の瑞穂ちゃんがからかうように言ってきた。

　けれど、瑞穂ちゃんは畠山さんとは違う。うまくあしらわないと、好奇心丸出しで仕事どころではなくなってしまう。

　仕方ないので、私は冗談っぽく言った。

「瑞穂ちゃん。あのお客様はやめた方がいいよ」

「どうしてですか？」

「絶対に浮気性だから」

　瑞穂ちゃんは今年入社したばかりの新入社員で、一ヵ月間の研修を終え、四月下旬からこのお店の配属になった。おとなしかったのは最初の三日間で、今ではこの通り。すっかり肉食系女子の本性をあらわして、仕事中だというのに伊吹に興味津々。

「浮気性かなんて、付き合ってみないとわからないじゃないですか」

「間違いないって。浮気されて泣かされるのがオチだよ」

「それでもいいです。一度でもエッチできるならラッキーですもん」

　仕事用の澄ました笑顔で正面を向く瑞穂ちゃんの口から、とんでもない発言が飛び出した。

　きっと、この子は痛い目にあわないとわからないのだろう。浮気されてもいいのと言えるのは、本気で人を好きになったことがないからだ。

　信じていた人に裏切られることは、ものすごく悲しいことなのだ。これでもかというくらい涙が出てくる。

　でも、それでも人は恋をする。なぜだろう。恋はやっぱり素敵だ。だから今度こそと思うのだ。もう一度、人を好きになって信じてみようと、気がつけばまた一歩踏み出している。

「深津さんはいいなあ。あんな格好いいお客様の担当だなんて」

「一度きりだよ。お得意様と言うほどではないから」

「それなのに、随分、親しげでしたけど？」

「え……」

　それを聞いて自分の演技力のなさをつくづく感じた。

　瑞穂ちゃんにバレているということは、畠山さんにもバレバレということか。

「私、紳士服売り場の香川さんのファンだったんですけど、あのお客様に乗り換えようかな？」

　それを聞き、仰天する。瑞穂ちゃんが翼に興味を持っていたなんて初耳だ。

「……な、なんで急にそう思ったの？」

「香川さん、大人気だから、どうせ私なんて振り向いてもらえませんし」

「大人気なの？」

「知らないんですか？　この百貨店の中で断トツですよ」

　知らなかった。それなりにモテるとは思っていたけれど、そこまでだったとは。

　そう言えば、翼は外面はいい。私も最初はそれで騙された。

「なのに、畠山さんと付き合っているみたいなんですよね」

「なに？　それ？」

　不機嫌に顔をしかめる彼女の視線は、その畠山さんに向けられていた。

「私、見たんですよ」と、瑞穂ちゃんがテンション低めで教えてくれたのは、今日のお昼に翼と畠山さんが一緒に外へ食事に行くところだったそうだ。

　遅番の瑞穂ちゃんは通勤途中でそれを目撃したそうで、かなり親密に見えたらしい。

「あれ、ただならぬ関係ですよ」

「気のせいじゃないの？　ランチくらい普通じゃない？」

　と言いながら、本当は狼狽している私。

　親密だったかというのはさておいて、一緒にお昼休みを過ごしたのは確実ということになる。

　あのあとだ。私と階段でバッタリと会ったあとに、翼は畠山さんと会っていたのだ。




　◇




　帰り仕度をして、五階の紳士服売り場にそっと近づく。伊吹のスマホは私が持っているから伊吹に連絡のしようがないので、こうするしかない。

　こんなことなら仕事用のスマホの番号を聞いておくんだった。それすら思いつかなかった自分を殴ってやりたい。

　私の家にわざと置いていったものはプライベート用で、一日くらいなくても平気なのだと思う。メールの着信は入ってはいたけれど、数件だし、急ぎの用事でもないのだろう。




　……いた。

　よりによって、翼が接客しているのが伊吹。翼のところで買い物をしたらしく、手には小さめの荷物を持っていた。

　兄弟が並ぶと圧巻だ。高身長でふたりとも端整な顔立ちをしているから人目をひく。

　翼はもう知っているのだろうか。私と伊吹がここで待ち合わせをしていることを。

「あっ」

　気づかれた。声をかけてもいないのに、ふたり同時に振り向いた。通勤用の服に着替えてきた私を見て、伊吹が上機嫌になる。

　ブルガリの、あの香りを漂わせて、こちらにゆっくりと歩み寄って来た。

「仕事、終わったのか？」

「うん」

「意外に早かったな」

　翼は無表情でこちらを見ている。でも心の中では私のことをきっぱり別れられない、ふらふらした女だと思っているに違いない。

　伊吹とちゃんと別れているのに、そのことを伝えられなくて、もどかしかった。

　言い訳したところで「それがなに？」と冷たくあしらわれるか、せいぜい、あきれられるのが関の山だとは思うけれど、せめて言わせてほしい。これは伊吹の策略なんだよ、と。

「じゃあ、飯でも行くか？」

「なに、馬鹿なことを言ってるのよ。行くわけないでしょう」

「冷たいなあ。飯ぐらいいいだろう。どうせこのあと予定はないんだろう？　奢ってやるよ」

「私ね、別れた相手とお友達関係は無理なの」

　私はバッグから伊吹のスマホを取り出した。

「だから、これでサヨナラ」

　無理やり、スマホを押しつけた。これで終わり、これでお別れ。合鍵も返してもらったし、私は今度こそ伊吹から解放されるのだ。

　そして、「じゃあね」と言って颯爽とその場を立ち去る──はずだったのに。

「これ、サンキューな。ベッドの中に忘れたんだな」

「ちょっと、伊吹！」

　そんなことを、こんな場所で言わないでほしい。「ベッドの中」を強調されたら間違いなく誤解される。

「これは違うの！」

　氷点下の瞳をした翼の表情に、震え上がりそうになった私は、聞かれもしないのに、咄嗟に翼に言い訳をしていた。くるりと背を向けた翼がお店の奥に消えていく。

　見放されてしまったらしい。私はショックのあまり、立っているのがやっとだった。

「仁美？」

　伊吹がいつになく真剣な顔をしている。

「俺、仁美と別れたつもりはないし、別れる気もさらさらないから」

「なら、どうして私が問い詰めたとき、真理奈とのことをもっと強く否定しなかったの？　中途半端な言い訳だけされても信じられるわけないじゃない」

「否定すればするほど、仁美は突っぱねただろう。なにを言っても仁美は俺の言うことを、たぶん信じなかったよ」

「だからって……」

「争いたくなかったんだ。これ以上、嫌われたくなかった」

「伊吹……」

　だけど、もう遅い。私はもう伊吹に戻ることはできない。心が苦しくなるから、最後にそんな言い訳を聞きたくなかった。

「ごめんなさい」

「謝ってほしくないな。この場合、悪いのは俺だよ。今まで自分がしたことが、全部跳ね返ってきただけだ」

「でも、ダメなの。ごめんなさい」

「どうして？」

「もう、決めたことだから」

　伊吹にしてみたら、私の態度は納得がいかないものだろう。

　自分でも、なぜこうまで頑なに伊吹を拒みたくなるのか理由がよくわからない。浮気をしていないのならやり直す選択だってあるのに、そのことを考えると、どうしても苦しくなる。苦しくて、この場所にいるのも辛い。

　私はひとり歩き出し、歯を食いしばって涙を堪えていた。

　誰か教えてほしい。この張り裂けそうな胸の痛みを消す方法を。溢れてくる想いをどうしたらいいのか。

　翼が私から離れていく。だけど追いかけることができない私は途方に暮れるのだった。





５．ロンリー・ハート




　重たい木製のドアを開けた。

　ＢＡＲ『ミスティ』。お気に入りのお店だが、もう二度と来ることはないと思っていた。

　ここを初めて訪れたのは、社会人になって二ヵ月ほどたった頃。短大卒で私よりも先輩社会人の真理奈が、いいお店があるからと言って、私を連れて来てくれた。

　いつの間にこんなラグジュアリーなお店に出入りするようになったのだろう。

　それまでは居酒屋や割引クーポンの使えるショットバーしか行ったことがなかった彼女が、高級ホテルの中にある上品なＢＡＲに行こうだなんてと不思議に思った。

　急に大人になり、きれいになった真理奈が眩しくて、私は取り残された気分だった。

　でも、それが現在の恋人である年上のライティングデザイナーの影響だとあとから知り、妙に納得したのだった。

　──恋は女の子をきれいにする。

　そう、恋はきっと魔法。女の子を輝かせて成長させる。

　ただし、いい恋ならば、の話。

　私はどうだったのだろう。やきもき、ハラハラ。そしてイライラ。相手を疑う時間が多かったように思う。

　その度に醜い顔をして、浮気をさぐる自分のあざとさにうんざりして、自己嫌悪で泣くことも多かった。

　伊吹はそんな私のどこがよかったのだろう。求めるばかりの私はきっと与えてあげるものはなかったはず。




「ごめんね。急に呼び出して」

　真理奈はカウンターの一番奥にいた。

　耳にサラサラの髪をかける仕草をしながらこちらを見て、グラスを掲げながら照れくさそうに微笑んだ。

「ううん。私も我慢できなくて、先に飲んでた」

　タンブラーグラスの底が淡いエメラルドグリーンに染まっている。クラッシュドアイスに混じってミントの葉が何枚も浮かんでいる夏らしいカクテルだ。

「それ、涼しげだね」

　真理奈が細い首を逸らせながらカクテルを飲むのを横目で見た。

　同じものを頼もうかなと考えていると、真理奈が黒い大理石のカウンターに静かにグラスを置いた。

「リクエストして作ってもらったの。甘いけどスッキリしてる。これ、メロンリキュールなんだって」

　真理奈は女の私から見ても魅力的な子。普段は芯が強くてしっかり者。けれど、無邪気な部分もたくさんあって、ときどき、その純粋さがうらやましくなるほど。

　山あり谷ありではあるにせよ、素敵な恋をしているから生き生きとしていて、伊吹の存在が影響しているのではないと改めて確信できた。

「オススメだよ」

　真理奈に言われ、いつもの女性バーテンダーに私も同じものを頼んだ。




「それにしても、英孝くんに盗撮されていたとはなあ」

　あの日、出張中だった私がどうしてふたりがホテルに行ったことを知っていたのか。それを真理奈に尋ねられて、英孝くんには悪いけれど全部話してしまった。

「ほんと、ごめんね。私、前の日に彼と大喧嘩しちゃったの。それで次の日に酔っ払って、アドレス帳から彼と間違って伊吹さんに電話をしちゃったんだ」

「それで伊吹がここに来たんだ」

「間違いにはすぐに気づいたんだけど。私、電話口で泣いちゃって、それで心配して来てくれたの」

　真理奈の彼は、東北地方で開催されるイベントの仕事で東京と現場を行ったり来たり。短期の仕事らしいが、ただでさえ忙しい彼だったため、すれ違いに拍車がかかったのだと思う。

　そして喧嘩になって、お酒に酔った真理奈が伊吹に介抱され、その結果があれだったのだ。

「彼、東京に戻ってたの？」

「うん。それを知った上で、ホテルの部屋からわざと電話をしたの」

「それで慌てて迎えに来てくれたのか」

「まあね。仁美と伊吹さんには迷惑かけちゃったけど。でもよかった。仁美たちも仲直りしたんだね」

　真理奈は、私たちが元サヤに戻ったと思っている。自分が呼び出されたのはその報告に違いないと期待しているのだろう。

「伊吹とはもう終わったの」

「……え、別れたってこと？」

「でも真理奈のせいじゃないよ。私の中で大きな変化があったのが理由」

　隣でショックを受けている真理奈に申し訳なくて、吹っ切れたことを強調するために明るく振る舞った。

「そのキッカケを私が作っちゃったってことか」

　落ち込んだ様子でつぶやいた。

「別に恨んでいないから」

「でも、人ひとりの人生を変えちゃったんだよね……」

　きれいに整えられたストレートの髪が乱れるのも気にせず、真理奈は大袈裟なくらいにカウンターに向かって項垂れる。

　こんなとき、ふっと学生時代の真理奈が戻ってきて、無垢な姿を見せるから好きだ。

「気づかせてもらったと思ってるよ。感謝してる」

「伊吹さんにもう愛情はないの？」

　私は正面を見据えていた。

　カウンターの奥は一面が鏡になっていて、そう広くもない店内を広々と見せていた。

　カラフルなラベルのついた無数のお酒の瓶が、鏡の前のライトアップされた棚に並んでいるのに、雑然とした印象はない。

　私は目の前で優雅にシェイカーを振るバーテンダーの動きを目で追いながら、そう言えばいつからだろうと考えていた。

「初めて浮気が発覚したときから、好きっていう気持ちが揺らいでいたような気がするんだ」

「そうは見えなかったけどなあ」

「今までは、伊吹の言葉にほだされて、なんとなく許してきたの。好きだから許そうと思ったわけじゃない。そのことにようやく気づいたの」

　それは依存だった。

　初めて付き合った人が伊吹だった。だから、彼がいなくなったときの自分を想像して怖くなった。ひとりぼっちの私──誰からも求められない魅力のない自分に逆戻りしてしまうような気がした。

「それに、もうひとつ気づいたことがあったの。ズルイのは私も同じだった。思い出してみたら、私は、なんだかんだ言って、甘えさせてもらっていたのに、いつも伊吹を責めて追い込んでばかりいたような気がする」

「嘘……仁美は苦しんでいたじゃない」

「私はそれでも発散できていた。逆に息が詰まっていたのは伊吹じゃないかな」

　だからと言って、浮気を許せるわけではない。

　しかし、セフレや一夜限りのアバンチュールが珍しくもない環境の中にいた彼にとって、私との恋愛はきっと窮屈だったはずだ。

　伊吹だって、私のことは遊び程度のつもりだったのかもしれない。なのに私が初めてだったから……。




「お待たせいたしました」とグラスが置かれた。

　ミントのグリーンがパッと目の中に飛び込んできて、そのあとに爽快な香りを感じる。

　そのとき、なぜか毒舌を吐く翼の顔が浮かんだ。

　この香りのせいだろうか。

　翼の匂いに似ているような気がした。あれはきっとミントのオードトワレなのだ。

　改めて翼らしい個性的な香りだなと思った。

　翼はぶっきらぼうだけれど、独特のリズムを持っていて、妙に肌が合った。私がほしい答えをいつも持っていて、的確に導いてくれた。

　伊吹とのことで煮え切らない私にとことん付き合ってくれて、もう一度頑張れと背中を押してくれたのだって、私がそうしてほしいから相談していることを知っていたからだ。

　だけど、いい加減、修復は不可能と判断した。だから私を抱いたのだ。

　翼は、わざと悪者になって、目を覚ませよと諭してくれたのだろう。

「翼にも悪いことしたのかも」

「急にどうしたの？　翼さんとなにかあった？」

　つい、言ってはならないことを口に出してしまって、心を落ち着けるためにカクテルに口をつける。甘いリキュールとともに清涼感のある味わいが喉を通り抜けていった。ミントの香りが広がっていく。

「正直に言いなさいよ」

　グラスを持った私の肩に手を置いて、真理奈は白状させようと躍起になった。

　私は零れそうなグラスを急いでカウンターに置く。

「ちょっと、危ないでしょう」

「だって怪しいんだもん。だけど、仁美と翼さんって気が合うみたいだから。いいんじゃない？」

「ダメ、ダメ！　翼は年上好みなの。真理奈も見たでしょう」

　私と真理奈が言い争った夜のこと。あの日、翼と畠山さんは夜の街に消えていった。

「あの人、仁美のトレーナーだった人でしょう。きれいな人だよね」

　以前、お店に来てくれたときに真理奈は畠山さんを見て、彼女の接客能力の高さに驚愕していた。

　畠山さんはジュエリーを際立たせる力がある。自分に似合う色、デザインを熟知しているので、彼女が身につけているジュエリーをほしがるお客様も多い。

　自分で身につける分はもちろん自腹だが、最終的に販売した額によってプラスアルファの手当てが出るので、自己投資は十分に成功している。

「いつの間にか畠山さんに手を出していたんだよ。涼しい顔してやることやっているんだから」

「へえ。あの翼さんがね。クールガイなのに、年上をたぶらかしちゃうってすごいね」

「ほんと。なに考えているんだか。すっかり、百貨店中の噂になってるよ」

　最初、後輩の瑞穂ちゃんがベラベラとしゃべってしまったのかと思ったが、どうやら私が真理奈と言い争っているときのシーンを百貨店の関係者が目撃していたらしいのだ。

　注目のふたりのおかげで、私の醜態は話題にならずにすんだけれど、それはそれで気持ち的には複雑だった。

「翼も所詮、普通の男だったんだなあ。結局、美人がいいんだね」

「世の中、そんなものだよ。男は結局、美人が好きなんだって」

「どうして美人ばっかり優遇されるのよ？　おまけに仕事もできるなんて。不公平だよ」

「まあまあ。仁美だってそこそこかわいいし、仕事だって頑張ってそれなりに成果を出しているじゃない」

「そこそことか、それなりとか。全然、慰めになってない！」

　いつもの私のマイナス思考に慣れている真理奈は半笑い。

　昔からの友達は、こういうとき冷たいなあと思う。真剣に話しているのに、親身になってくれないのだから。

「もう……馬鹿にして……」

　飲みかけのカクテルを口に含むと、ミントの葉が揺れて氷がシャリンと音を立てた。

　夏がもう、そこまできている。好きな人と見る夏の景色はどんな景色なのだろう。ひとりぼっちの虚しさから、鼻の奥がツンとなった。

「でも、ほら、翼さんのことは誤解かもしれないし、ね？」

「別にそんなの、どっちでもいいよ」

「そのわりには気にしているみたいだけど？」

「ベ、別に気にしてないって！」

「もう、そんなこと言って。潔く認めなよ。好きなんでしょう？」

　簡単に見透かされてしまったことが悔しくて真理奈を睨むと、ニヤけた顔が目に入る。

「素直になりなよ。私はね、前からふたりはいいコンビだと思っていたんだよ」

「どこがよ？」

「翼さんは、仁美の愚痴を聞くのに毎回、付き合ってくれていたわけでしょう。で、最後には仁美はスッキリして次の日を迎えられた」

「だから、なに？」

「要するに、翼さんのことを信頼しきっているからだよ。浮気されたショックから立ち直るだけの力をくれる人って、すごいと思うよ」

「信頼……」

　真理奈に言われてようやく気づいた。伊吹との恋人関係を続けるために、翼は私にとって必要不可欠な存在だった。伊吹と付き合っていたのに翼も求めていた私はなんて貪欲だったのだろう。

　伊吹に訴えると、結局はいつも言いくるめられてしまった。それは、一方通行な感じで、決して安心はできなかった。

　本当は、信じろと熱い瞳で言ってほしかった。好きという気持ちをぶつけてほしかった。そのうちに心は、どんどん離れて、気づいたときにはもう戻れないほど遠い距離になってしまった。

　そんな私の不安定な気持ちを落ち着かせてくれたのは伊吹ではなく翼だった。

「私、翼に頼り過ぎていたんだと思う。でもそのおかげで翼との居心地の良さを知ることができた。世の中の人から見たら間違っているのかもしれないけど、私……」

「それでいいと思うよ。自分の心を誤魔化してもしょうがないもの」

　自分の素直な思いを話すことができて、ようやく気持ちの整理がついた。だからといって翼を追いかける勇気もないし、畠山さんとの仲を邪魔することもできない。

　きっと、翼への想いは封印した方がいいのだろう。そうすれば、すべてが丸くおさまっていいのかもしれない。

「しばらくはひとりでいるよ」

「告白しないの？」

「……うん。翼には畠山さんがいるもん。それに伊吹の弟だよ。そんなこと、しちゃいけない」

　真理奈はなにか言いたげだったけれど、私はそれを振り切るようにグラスの中身を飲み干し、すぐに同じカクテルを頼んだ。

　二杯目のカクテルがカウンターに置かれると、新鮮なミントの香りが翼の姿を思い起こさせる。カクテルを口に含めば、憎まれ口をたたきながら見守ってくれた翼の不器用なやさしさが、今さらながら胸に染み渡った。




「お、いたいた」

　そんなとき、空席だった隣のスツールに人の気配。

「今日はふたり揃ってるじゃん」

　見ると、茶色の髪がわずかに濡れている。

「雨、降ってるの？」

　英孝くんは珍しく手ぶらで、頬をほんのりと紅く染め、お酒の匂いをさせていた。

「来る途中で降り始めちゃってさ。走ってきた」

　私たちの方が三つ年上なのに、英孝くんはタメ口。人懐っこくてかわいいんだけれど、怖いもの知らずなところがあるから、ときどき困る。

　英孝くんはテレビカメラマンを目指して専門学校に通い、映像や照明の勉強をしているらしい。そのためか、好奇心が旺盛すぎる嫌いもある。

　前に一度だけスチールカメラの被写体を頼まれて応じたことがあった。でも、人通りの多い街中での撮影だったから、すごく恥ずかしかった。

　モデル並みのポージングを要求され、道行く人に雑誌の撮影と勘違いされてしまった。しかし、どこからどう見てもモデルに見えない私は身の置き所がなかった。

「どこかで飲んできたの？」

「サークルの飲み会。でもつまんないから抜け出してきた」

「それって大丈夫なの？」

「サークルって言っても、いろんな大学や専門の人間が入れるサークルだよ。出会い目的な感じのやつ。それに会費さえ払っとけば出入りは自由だから」

　いまどきの若者らしいと言ったら笑われるかもしれないけれど、昔からそういうことに縁のなかった私にとって、英孝くんの環境がうらやましい。

　自由きままな生活と人間関係。翌日の仕事のことなど考えずに、好き放題飲んで騒いで、後腐れなさそうな相手と一夜を共にする。

　残念ながら、今の私にも昔の私にも、そんな余裕はまったくない。むしろ、たった一度のあの夜のことが心に重くのしかかっている。

　翼もそうなのだろうか。だから、会う度に雰囲気がぎくしゃくしてしまうのだろうか。

「抜け出してきてよかった。だって、最近、仁美さんとなかなか会えなかったから」

「ごめんね。やっぱりあんな動画を見ちゃうと、前のようにはね……」

「うん。だから俺も気になっていたんだ。でも真理奈さんも一緒ってことは、やっぱり、あの人とやり直すことにしたの？」

「それなんだけどね」と私は、一連の出来事は誤解だったことを英孝くんに説明をした。

「でも、別れたんだ？」

「うん。過去にいろいろあったから。それも原因」

　そのとき、突然、奥のスツールに腰掛けていた真理奈が立ち上がると、英孝くんの席に回り込み、胸ぐらを掴む勢いで言い放った。

「英孝くんの隠し撮りのせいで、私は仁美に絶交されるとこだったんだからね！」

　いつもはそんなことをしない子なのに。小さな身体で懸命に主張していた。

「俺は事実を伝えたまでだよ」

「それが余計だっていうのよ。やましいことなんてこれっぽちもないんだから、仁美は別に知らなくてもいいことだったの」

　英孝くんが座っている木製のスツールが、ガタガタと音を立てて揺れている。

　見ていて危なっかしい。

「真理奈、やめなよ。他のお客さんに迷惑だよ」

　平日といってもお客は私たちだけではない。ひとりで静かに過ごす人もいれば、奥のボックス席では商談の延長戦のような駆け引きが行われているようだ。

「ほら、真理奈。座って」

　私は真理奈の腕を引っ張って、スツールに促す。真理奈は少し恥ずかしそうにしながらも、素直に腰掛けた。

　どうなることかと、固唾を飲んで見守っていた周囲の人たちも、ほっとしたようだった。

「俺、余計なことをしたなんて思っていないから。仁美さんは知るべきだと思ったし、知った上で決めてほしいと思った。じゃないと、仁美さんが幸せになれないと思ったんだ」

　彼なりの正義感。英孝くんは真剣に私たちに訴えていた。

　まっすぐに夢を追い求めるような純粋さを、二十歳の彼は持っている。

　私はそうではなかった。ただ漠然と今の会社を選んでエントリーして、就職という目標に向かって進んでいただけ。

　あの頃は、どんな社会人になりたいか、会社に入ってなにをやりたいかといった具体的なビジョンなんてものはなかったし、その先にどんな喜びや幸福感が待っているのかも考えなかった。

「英孝くん、ありがとう。今回のことは、いろいろと考えるいい機会になったよ」

「仁美さん……」

「だからあとは、自分の道を歩いていくだけ。伊吹とは遅かれ早かれ、お別れする運命だったのかもね」

「なら、今、幸せ？」

「うん。幸せだよ。私には大好きな仕事があるから。大変なことも多いけど、そばでお客様の喜ぶ顔を見られるって幸せなことだなあって、最近になって気づいたの。なんとなく就職した会社だったけど、今では、この仕事を選んで良かったと思ってる」

　英孝くんは私の話を一言一句逃すまいというように、耳を傾けてくれている。

　私は英孝くん相手に本気で語っていることに気づき、照れくさくて、隣にいる英孝くんの顔をまともに見られなくなってしまった。

「ね？　真理奈だって同じでしょう？　……って、人の話、聞いてないし」

　誤魔化すように隣の真理奈に話しかけたら、放っておかれた彼女はスマホ片手にすっかり自分の世界にはまっていた。

「愛しい彼氏様から？」

「うん！」

　ライティングデザイナーの彼からのメール画面を、弾けるような笑顔と一緒に見せてくれた。

「なんて？」

「仁美と『ミスティ』で飲んでいるって返信したら、来るって」

「こっちに戻って来ているの？」

「そうみたい。でも数日で戻らなくちゃならないみたいだけど」

「私に気を遣わなくてもいいよ。なかなか会えないんだから、ふたりきりで過ごしたら？」

　ここで四人並んでお酒を飲むのもなんだか変な感じだし、真理奈の彼だってふたりきりになりたいだろう。

「でも……」

「私のことはいいから。適当に飲んで帰るよ」

「だけど、心配だしなあ」

「大丈夫だって。お酒の量はちゃんとセーブするから」

「私が心配なのは、それだけじゃないよ。仁美をひとりで残していくことが心配なの」

　すると、英孝くんが身を乗り出して、すかさず口を挟む。

「俺がいること、忘れないでほしいんだけど」

「だからよ！」

　真理奈は英孝くんが信用ならないと言わんばかりに、冷たく言い放つ。

　どうしてか、真理奈は英孝くんに対しては厳しくて、いつも上から目線でものを言う。そのため英孝くんも、どこか喧嘩腰。

「俺が襲うとでも？」

　英孝くんの眉間に刻まれた深い皺。心外だという苛立ちが見てとれる。

「盗撮したのだって、それが目的なんじゃないの？」

「俺がそれで弱っている仁美さんを口説くとか？　まさか。俺、そんなことしなかったよね？」

　確かにあの日、英孝くんはこの店で私に撮影した動画を見せただけだった。英孝くんはとても冷静な態度だったし、私も英孝くんの手前、取り乱さないように自制した。

　本心はそれどころじゃなかったのだが、私の方が年上なんだし、しっかりしなきゃと自分に言い聞かせていた。

「それなら大丈夫だよ。英孝くんは、そんな子じゃないよ。私だって大人だよ。ないとは思うけど、万が一、別の誰かが寄って来て口説かれても流されないよ」

　言いながら、なんて自分は大嘘つきなのだろうと思った。

　私はとんでもなく流されやすい女なのに。流されて、翼とそういうことをしちゃったくせに。

　真理奈は少し考える様子を見せる。

　たけど、すぐにっこりと笑顔を見せると「連絡してくる」といつもよりも高い声で言って、どこかへ消えてしまった。

　そして、数分後には戻って来て「近くまで来ていたから、迎えに来てもらえることになったの」と、ライティングデザイナーの彼と待ち合わせ場所を決めてきたらしく、ご機嫌な様子。

　さっきまで私のことを心配していた真理奈はどこへ行ってしまったのやら。間もなくして彼から到着の連絡がくると、ルンルンしながら、軽快な足取りでお店を出て行った。

「わかりやすい子」

「言いたいことを言っておきながら、結局、友情よりも男なんだな」

「普通、あんなものだよ。でも真理奈は、いざとなったら私を優先してくれる子。だから、いいの」

　名前の知らないカクテルを再び口に含む。

「これ、クセになりそう」

「Sunshine Girl（サンシャイン・ガール）です」

　急に耳に入った細い声に顔を上げた。

「え？」

「そちらのオリジナルカクテルの名前です」

　ショートヘアが似合う美人のバーテンダーが微笑んだ。

「元気になりそうな名前ですね」

　太陽のように光り輝く少女……か。これからの季節にぴったりだなと思った。

　夏の陽射しを燦々と受けた葉が、光合成をしながら空に向かう。光を求めて呼吸をして、生きている証を刻み、瑞々しく輝く。

　それは、恋に仕事に一生懸命な女の子に通じる。最後には太陽みたいに自らの力で輝くことができれば、それはとても素敵なこと。

「英孝くんも、なにか頼みなよ」

　来て早々のごたごたで、飲み物をオーダーし損なったままだった。

「俺は、トニックウォーター」

　頼んだのはノンアルコール。

「ライムはどのようになさいますか？」とバーテンダーが言うと「面倒だから、絞っておいて」と返す英孝くん。

「ライム絞りなんてオシャレ。いつも頼んでるの？」

「たまに。最後の一杯で」

「今日はもう飲まないの？」

「飲んできたから」

「だったら、何しにここに来たのよ」

「ここに来たからって、酒を頼まないといけない決まりなんてないだろう？」

「それはそうだけど……」

　英孝くんは、すぐムキになる。こういうところは子供みたいだ。

　英孝くんはお酒好きなのに、すぐに真っ赤になる。顔はもちろん、首筋や鎖骨のあたりも。前に、それがかわいいと真理奈と一緒になってからかったら、怒って帰ってしまったことがあった。

「別に怒ってるわけじゃないよ。ただ、仁美さんはいつも俺のこと、年下として見るから」

「当たり前じゃない。実際、そうでしょう」

　なに言ってるんだかと、私は不貞腐れている英孝くんを無視してカクテルを飲み干した。

　さて、次はなにを飲もう。空になったグラスを振りながら、シャンパン系のカクテルにしてみようかなと思っていたら……。

「仁美さんも、アルコールは終わり」

　バーテンダーに声をかけようとして上げかけた右手を、英孝くんに掴まれた。

「勝手に決めないでよ。まだ二杯しか飲んでないんだよ。全然飲み足りないんだけど」

　依然、私の手を拘束したまま、熱のこもった英孝くんの手の平には汗が滲んでいた。

　それに気を取られていると、彼のもう片方の手が、私の手の中にあったグラスを抜き取った。

「大事な話があるから」

　迫力ある低音ボイス。そして、それに相反した中性的な顔立ちの色っぽさに圧倒されて、呼吸を忘れてしまうほどだった。

「あ、あの……ひで、たか……くん？」

　身体を寄せて、食べられちゃいそうなほど唇を近づけてくる英孝くんに驚いて、どうしていいかわからなくなる。

「大事な話……言わなくても、わかるだろ？」

　目の前の艶めいた唇が、ゆっくりと動く。

「でも、私……」

「あんなニヤけた男のことなんて、いつまでも引きずってんなよ」

「別に引きずってなんかいないよ」

　私は彼を、まだまだ子供だと思っていた。年下だったから、恋愛の対象として考えたことがなかった。

「ごめん。私、英孝くんのこと……」

「知ってるよ。どうせ、興味すらないんだろう」

「そうは言ってないけど……」

「いいよ、今は。一緒にいられるなら、今はそれでいい。でも、ゆくゆくは俺とのことを考えてほしい」

　頭上のダウンライトからの光が写り込んだ瞳が、一度も瞬きせず、こちらを見ている。吸い込まれそうな目力に心臓が跳ね上がった。

「えっと」と言いかけて唾を飲み込んだら、英孝くんが私の手をパッと離した。急にどうしたのだろと思っていたら、バーテンダーがカウンターの上にトニックウォーターを置いたので、それが理由かと納得。

　私を口説いているところでバーテンダーに邪魔されてしまい、英孝くんが溜息をつく。

　その様子を見ていたらおかしくなって笑ってしまった。すると英孝くんも照れくさそうに笑った。緊張が解けて、和やかな空気が広がった。

「私もこれと同じものをください」

　ついでに自分の分を頼むと、空のグラスが下げられた。

「俺、仁美さんが伊吹さんと別れたら真っ先に駆けつけて、そばにいるつもりだった」

「そうだったんだ。ありがとう」

　あまり隙を見せないように、だけど、気持ちは通じるように心を込める。

「アイツに絶対に負けたくなかったから」

「アイツって誰？」と聞き返すと「弟」と小さく答えが返ってきた。

「翼のこと、知ってるの？」

「一度だけ会ったことがある。会ったっていうか、見かけただけだけど」

「どこで？」

「奥のボックス席で。アイツの横で、仁美さん、泣いてた」

　翼がこのお店に来たことはあるけれど、数える程度。さらに、私が泣いていたということは伊吹の二度目の浮気のときだ。つまり、目撃されたのは三ヵ月前ということになる。

　スマホを叩き壊したら伊吹に逆切れされて、納得いかなかった私は翼を呼びつけたのだ。英孝くんの言う通り、私はあの日、人前で派手に泣いてしまって、さすがの翼も戸惑っていた。

「見られていたんだ。気づかなかったな」

「仁美さん、最初はすげー怒っていたのに。急に泣き崩れるから心配だった。だから俺が支えてやりたかった。つーか、俺だったら、泣かせない。不安にさせるようなこともしない」

　大人びたセリフだと思ったけれど、よく考えたら英孝くんも二十歳の大人。世の中の二十歳の子たちはみんな、こんな甘いセリフを囁くのだろうか。

　なにもかも奪い尽くしてやる…みたいな目で見つめてくる。なんだかそれは見てはいけないもののような気がして、逃れるように視線を泳がせていると、タイミング良く私の頼んだトニックウォーターができ上がった。

　ほっとして、甘酸っぱい液体を口に運ぶと、英孝くんがなにかを決意するように、長めの前髪をふわりとかき上げる。ほとんど乾いた髪はさらさらと流れて、シャンプーらしき匂いが香った。

「そもそも、あんな男、仁美さんには似合わなかったんだよ」

　英孝くんが眉をひそめた。泣かされたことが一度や二度ではないことをわかっていたのだろう。

「そうだね。釣り合っていないとは自分でも思っていたよ。でも、もう別れたんだから、これ以上、そこに触れないでくれる？」

　完全な八つ当たり。英孝くんはそういう意味で言ったのではないとわかっているのに、似合わないのは、私の恋愛経験値が低いからなのだと思えて仕方がなかった。

　私だって学生時代に人並みに恋愛をしたかった。それなりの経験を積んでいれば、伊吹との関係もまた違ったものになっていたのかもしれない。もっと言えば、翼を巻き込むこともなかったのではないかと思ってしまう。

「ごめん」と英孝くんに謝られても、卑屈になったまま言葉を返せなかった。

　それからしばらく無言が続いたあと、英孝くんがトニックウォーターを一気飲みする。

　氷がカランと鳴って、グラスがカウンターに置かれると「仁美さん」という彼の声に、別の人物の声が重なった。

　その声が、一瞬、どちらの声なのかわからなかった。

「話がある」

　苛立っているような冷たい声に、不安をかきたてられた。

「どうして？」

「アパートに行ったら、留守だったから」

　そのとき、私を見ていた視線が少し横にずれた。

「英孝くんは関係ないから」

　咄嗟に口をついて出ていた。

　すると、目の前の人物はやわらかな表情になる。目尻の皺が甘えた感じで、母性本能をくすぐる。それは、かつて私が大好きだった伊吹の顔だった。

「その子のことは別に気にしてないよ」

　英孝くんの眉がピクリと動いた。伊吹が子供扱いしたので、なにか言いたげにムスッとした。

　このままだとマズイと思った私は自ら提案した。

「場所を変えてもいい？」

「もちろん」

　そう言うと、伊吹はスラックスのポケットに手を入れて財布を取り出す。そして、さっさとふたり分の会計をすませた。

「俺は、自分の分は自分で払います」

「英孝も気にするな。少ないけど俺からの礼だ。仁美に余計な入れ知恵をしてくれたおかげで、目が覚めたよ」

　伊吹が柄にもなく真面目な顔をするので、英孝くんは目を見開いた。

「まさか、そう来るとは思わなかったですね。そういうつもりじゃなかったんですけど」

　溜息混じりに言いながら、それでも英孝くんはしっかりと嫌みを忘れない。

「そこまで粘着質だとは予想外でした」

　英孝くんは、強気な笑みを浮かべた。

「俺もびっくりだよ」

　伊吹はおどけたように言うと「行くぞ」と私の肩を抱いて、英孝くんに見せびらかすように引き寄せるとニヤリと笑う。

「言っとくけど、英孝には仁美を落とせないよ」

　諦め顔で手を振る英孝くんに見送られ、重たい木製のドアを通り抜ける。

　肩を抱く力はかなり強い。自分では隠しているつもりのようだけれど、伊吹の憤りがブラウスの薄い生地を通してじわじわと伝わってきていた。





６．ドキドキな修羅場




　伊吹は私をホテルの地下に連れてきた。そのフロアにあるのは広大な駐車場だ。

　窓もなく、東西南北の位置感覚がなくなってしまいそうな場所を伊吹は迷いなく歩き、自分の車を見つけてロックを解除する。

　助手席のドアが開けられた。ドアに手をかけたまま「乗って」と、やさしく私を見る。

　付き合っていたとき、伊吹はいつもこうやってスマートにエスコートしてくれた。他の人がやるとキザになりがちな仕草も伊吹がすると、自然でスマートだった。

「どこ行くの？」

「場所を変えたいと言ったのは仁美だろ」

　それはそうなのだが、まさか車で来ていたとは思ってもみなかった。正直、車内にふたりきりでいるのには抵抗がある。

　もじもじとしながら、その場を動けずにいると、伊吹の表情がどんどん固くなっていった。

「……ごめん」

「乗りたくないなら、部屋を取ろうか？」

　冗談で言っているのではなさそうだ。私がうん、と言ったら伊吹はそうするだろう。

　しかし、無表情な伊吹の心が読めなくて、防衛本能が働いてしまう。

「部屋はちょっと……」

　湿った匂いが鼻をついて、視線を移すとボンネットに無数の雨粒が落ちていた。

　外は今も雨のようだ。英孝くんの濡れ髪を思い出し、車を置いて歩いて行こうとは言いにくくなった。

「随分と警戒しているみたいだけど──」

　冷静な声とともにゆっくりと手が伸びてきて、それは私の頭の上に。

　驚いてコチコチになっていると、表情に明るさを取り戻した伊吹が私の頭を撫でた。

「そんなことが目的じゃないよ。それをして俺が得するのか？　むしろ自爆だろう？」

　腰をかがめて私の顔を覗き込み、にっこりと笑う。

　伊吹の常套手段だ。納得いかないことがあっても、なんとか自分の中で解決して、こうして最後には折れてくれるのだ。

　伊吹と喧嘩をしても、毎回、伊吹が先に謝ってくれる。穏やかな口調で「ごめんな」と言いながら私をやさしく抱き締めてくるから、いつもすぐに仲直り。

　私は今までこんなふうにコントロールされてきたのだ。今だから、それが間違いだったとわかる。

「わかったなら、乗って。ホテルの部屋よりも、まだマシだろう」

　私が気を許したと思ったのだろう。伊吹は私の背中に手を添えた。

「イヤッ！　乗らない」

「どうして？」

　思い通りに事が進まなくなった伊吹は、表情を曇らせた。

「無理なの。話し合っても、なにも変わらないから」

　急に馬鹿馬鹿しく思えてきた。今さらなにを話すことがあるのだろう。ここで、きっぱりと断れば解決することだと、私はようやくわかったのだ。

「俺はもっと話し合いたいんだよ。これまでのこともそうだけど、これからのことも。じゃないと──」

　必死に言い募る伊吹が、ふいに言葉を止める。

　伊吹の視線は私を通り越して、背後を見据えていた。

「おまえ、犬みたいだな。よく、ここを嗅ぎつけた。褒めてやるよ」

　それは、私じゃない誰かに向けられた言葉。

　伊吹は、唐突に私の手を掴むと、ぎゅっと握る。私は身がすくんで、もうひとりの人物を振り向くことができなかった。

　カツカツという革靴の音が地下駐車場に響く。

　お願い、こっちに来ないで。たぶん、誤解している。この状況を見たら誰だってそう思うに違いない。

　足音が私のすぐ横で止まった。

　胸の奥がキリキリと痛み出し、鼓動が頭の中で反響している。

　声を聞くことがこんなに怖いなんて。こんな状況で会いたくなかった。

「ひとりじゃ満足できないくせに。これ以上、仁美を傷つけんなよ。……兄貴」

　翼の低い声が響いた。予想もしていなかったセリフに思わず隣を見る。翼は、私を一瞥すると難しそうな顔をした。

「そろそろ、仁美を解放してやってよ」

　毅然とした態度には、鬼気迫るものがある。そして、私の手を、伊吹から引きはがした。

「翼……」

　全身びしょ濡れの翼からは、その意志を表すようにミントのフレグランスが強く香った。

　引力に引き寄せられてしまうみたいに、じっと見つめてしまう。翼が私の手を握りながら言った。

「おまえも、いい加減にしろ。のこのこ、兄貴について行ってんじゃねえよ」

　言葉は冷たいけれど、その手はあたたかい。うれしくて涙が滲んできた。さがしていたものはこれだったのだと思った。

　伊吹とは、こんなことは一切なかった。翼は私を叱っているのに、私の気持ちをちゃんと理解してくれているのが伝わってきて、胸の奥がじんわりとしてくる。

「私だって考えナシでここにいるんじゃないよ。ただこれはちょっと予定外で……」

　言い訳をしたが、思い切り睨まれた。

「目を離すと、すぐこれだ」

「なによ、人のことを避けていたくせに」

「それは俺のセリフ。おまえがあの日、あんなことを言うからだろう」

　あの日と言われ、一週間前の翼と過ごした夜のことを思い出そうと記憶を辿ったけれども、自分がなにを言ったのかほとんど忘れている。

「え？　私、なにか言った？」

　ポカンとしていると、翼に大きく溜息をつかれた。

「覚えてないのかよ？　あの日、『すべて忘れよう』って言ったんだよ」

「すべて……忘れよう？　……あっ！」

　記憶を手繰り寄せると、あの日の夜のことが蘇った。

　──伊吹に知られるのが怖い。

　アルコールと翼の愛撫で朦朧としていた意識の中で私は、拭っても拭っても消えない罪悪感と闘っていた。その罪悪感から逃れるために、私は確かに言った。

「今日のことは朝になったらお互いにすべて忘れよう。翼のために、その方がいい」

　すべてをなかったことにすれば、伊吹に翼とのことを知られることはないし、兄弟の間で仲たがいも起きない。これまで通り、私も翼と気楽に会うことができるんじゃないかと押し寄せる快感の中で考えていた。

　私は汚い人間だ。翼のためと言っておきながら、自分が楽になれる方法を選んだだけだった。

　それに翼が、私とのことを一夜限りのものと割り切っているかもしれないと考えて予防線を張っていた。翼の負担になりたくなかったのだ。伊吹しか男性を知らない私のくだらない見栄だったのだろう。

「あの日ってなんだよ？　なにを忘れることにしたんだ、仁美？」

　そのとき、黙って話を聞いていた伊吹が不信感をあらわにして私を見た。彼の、強い疑惑の念を滲ませた眼光を初めて見た。

「仁美！」

「兄貴には関係ないだろ」

　言葉をなくした私の代わりに翼が素っ気なく答える。

　すると靴が地面に擦れる音がして、次の瞬間──

「ちょっと、やめて！」

　大の男が揉み合っていた。ふたつの身体が、何度も崩れそうになっては体勢を立て直し暴れている。

「関係ないだと？　ふざけるな、ちゃんと答えろよっ！」

　興奮から息を乱した伊吹の低い声がとどろく。

　翼は胸ぐらを掴み上げられ、ぐらぐらと揺さぶられている。ネクタイがよれて、生地が引っ張られたワイシャツは、すっかり皺がよっていた。

　苦しげな顔の翼は、なぜか抵抗することなく、されるがままだった。

「伊吹、やめて。あの日、呼び出したのは私なの。翼はただ……」

　伊吹が突き刺すような視線を私に向ける。

「ただ、なんだよ？」

　目だけこちらに向けて、吐き捨てるように言った。

　見たこともない冷淡な態度に委縮した私は、またもやそれ以上なにも言えなくなってしまった。

「兄貴、頼むから当たらないでやってよ。仁美はそんなつもりはなかったんだ。最終的には俺が強引に誘ったんだよ。いつまでも兄貴に依存している仁美を自分のものにしたくて、仁美が酔っているのをいいことにうまく言いくるめたんだ」

「それで仁美と寝たのかよ。翼……おまえは自分でなにをしたのかわかってるのか？」

「わかってるよ。だけど俺は本気だよ。いい加減な気持ちなんかじゃない」

　睨み合う兄弟を前に立ちすくむ私。おどおどすることしかできなくて、涙ばかり溢れてくる。

「……お願い、けんか、……しないで」

　子供みたいに泣きべそをかいて、なんとか言葉を絞り出す。

　伊吹が突き飛ばすように翼から手を離した。翼は急に投げ出され、一瞬だけバランスを崩したが、ぐっと踏みとどまる。

「兄貴、今さら仁美になにをする気だよ？　仁美と付き合っている間、さんざん他の女と遊んできたくせに」

「それこそ、翼には関係ないことだ。言う必要もない」

「よく言うよ。自分の手の中からいなくなったと気づいた途端、急に惜しくなったんだろう？　だったら、どうして最初からもっと大事にしてやれなかったんだよ？」

　激しく詰め寄る翼に、伊吹はそっぽを向いて不快そうな顔をする。

　私とも目を合わさず、だけど、なにかを言いたげに唇を動かしている。それから苦しさに耐えるように目を閉じ、そして鋭く見開いた。

「だから、その間、おまえが大事にしてやったのか？」

「はっ？」

「俺たちが付き合っているときも俺に隠れて、こそこそ仁美と会っていたことを俺が知らないとでも思ったか？」

　衝撃だった。伊吹がそのことを知っていたことにではなく、私が翼と会っていたことに嫌悪感を示していたことに。

　まさか伊吹がそんなことで嫉妬をしていたなんて。そんな素振りは一度も見たことがなかったから、いつも私はそれほど愛されていないのだと思っていた。

　伊吹のそういうところをもっと早く知りたかった。他の男の人に触れさせたくないという気持ちがあったなら、言葉や態度で示してほしかった。

　仁美だけだよと、ちゃんと捕まえていてほしかったのに。

「それは兄貴が仁美を泣かせるから……」

「俺はショックだったよ。まさか弟がってね。でも俺は最後まで翼のことを信じていた。なのに、……クソッ！」

　ふたりを前にして、自分の過ちをしっかりと認識した。私がちゃんとしていれば、兄弟がこんな形でいがみ合うことはなかった。

　私は、伊吹が本当に仕事で忙しいときも浮気を疑い続けていた。

　そのとき、伊吹はどんな気持ちで私を見ていたのだろうか。伊吹を疑い、その度に私が翼に会いに行ったことを知りながら、見て見ぬ振りをするなんて。

「ごめんなさい。私、伊吹を傷つけていたなんて思ってもみなかった。あの頃は苦しくて、翼を頼らないと生きていけないみたいに思っていたの」

「俺は仁美を、そこまで追い込んだ自覚はあるから。それに、自分のしてきたことを棚に上げて、なにも言う資格はないよ」

「そんなことなかったのに。私は伊吹の気持ちをちゃんと聞きたかった。私にも悪いところがあったんだから叱ってほしかったよ」

「だったら今から話し合おう。頼むから結論を急がないでほしいんだ」

「でも私は……」

「わかってる。翼のことが気になるんだよな？」

　伊吹の非難するような問いかけに私は黙って頷いた。

「実際、翼と寝てみて、そっちがいいって思ったんだろう？」

「ひどい、そんな言い方」

「でも図星って顔だな」

　鋭すぎて、心の中にざわざわと波風が立って、唇が震えていた。

　このときの私はすっかり動揺し切っていて、伊吹じゃなくても、きっと私の心の中を見透かすことは簡単だったと思う。

「いいよ、それでも構わない。俺も仁美を満足させてやる自信はあるから。だから早く乗れよ」

　開いたままの助手席のドアの淵に手を置いて、長いまつ毛に縁取られた瞳がじっと私を見据えていた。

　だけど、逃げてはいけない。自分の本当の気持ちをちゃんと言わないといけないのだ。

　震える唇に力を入れて、一歩、踏み出す。漂うミントの香りが背中を押すように、私を前へ進ませてくれた。

「私は、今まで伊吹が付き合ってきた人たちと比べたら劣ると思うの。だからいつも不安だった。そんな私に翼は自信を持てと言ってくれたの」

「仁美はかわいいよ。忘れたのかよ？　俺の一目惚れだったんだよ」

「でも浮気した。だから愛されている自信が全然なかった」

「浮気のことは反省してる。これからは心を入れ替えるから」

「それでもダメなの」

「そんなに俺が嫌なのかよ？　でも今はそんなふうに言えても、いずれ翼と寝たことを後悔するに決まっている」

「なにを根拠にそんなこと言うの？　むしろよかったと思ってるよ。伊吹と決別するきっかけを作ってくれたし、それに私、翼のこと──」

　突然、私の声が、バンッ！　という大きな音にかき消された。伊吹が、助手席のドアを勢いよく閉めたからだ。

「それ以上は言わなくていい」

　数秒後、伊吹が覚悟を決めたように口を開いたとき、その言葉は私ではなく翼に向けられていた。

「おまえは昔からそうだったよな。おいしいところばかり持っていくんだ」

「兄貴にそれを言われるとはな。それこそ、こっちのセリフ」

「なんでだよ？　いつだって翼の方が評価は上だっただろう。薄っぺらい兄とは違い、弟は思慮深いだとか言って、翼に乗り換える女が何人いたよ？」

「悪いけど、その女全員、俺の趣味じゃなかったんだよね。むしろいい迷惑だったよ。だいたい──」

　鋭い目つきになった伊吹は、だるそうに車に寄りかかり、長い脚を交差させた。不服そうに顔を歪ませ、翼の次の言葉を黙って待っている。

　仲のいい兄弟だったのに。今、目の前のふたりの間に流れる空気はだいぶ澱んでいた。

「兄貴は、親にたっぷり金かけられて育てられたくせに、その自覚がなさ過ぎなんだよ」

「なんだ、そんなことか。小さい頃からなんでも俺のお下がりばかりだったことが気に食わないんだろう。子供かよ」

「そう言えばそんなこともあったな。そうそう。それから、大学の入学祝いで兄貴が親父からもらった車。あれを自損事故で一年もたたないうちに廃車にしたもんだから、俺のときはもらい損ねたんだよな。まだ早いって」

「俺だけのせいにするなよ。おまえはそのとき、免許を持っていなかっただろう」

「そうだ。教習所の金もそうだよ。俺はバイトで稼いだ金で通った。兄貴はそうじゃなかったよな」

「推薦で大学合格したからな。残りの高校生活を有意義に過ごせっていう意味で、通わせてくれたんだ。親の金で遊びほうけるよりマシだろ」

　だんだんとエスカレートするふたりの喧嘩をオロオロしながら見守ることしかできない。

　止めようにも、間髪を入れずに言い合うので、声をかけるタイミングすら掴めずにいた。

「おまえはそんなことが言いたかったのか？　翼」

　伊吹が改まるように、それまで寄りかかっていた車から身体を離した。一歩進み、また一歩進むと、脚の長い伊吹の歩幅は、すぐに翼と対峙する距離となった。

　伊吹を至近距離に捉えた翼は、彼の挑戦を受けるかのように「まさか」と意味ありげに唇の端をつり上げた。

「俺が気に入らないのは、好きな女を兄貴が目の前でかっさらったことだよ」

　ニヒルな笑みを浮かべる翼に、胸がドキリと高鳴る。翼が言っている「好きな女」が私のことだとはっきりとわかり、こんな修羅場なのにうれしさがこみ上げる。

　それは私が翼のお店を初めて訪れた日のことを言っている。

「だから、仕返ししたのかよ？」

「取り戻してなにが悪い？」

「さっさと戦線離脱したくせに、なにを今さら」

「まさか仁美が兄貴に落とされるとは思わなかったんだよ。明らかに男慣れしていない女が兄貴みたいなチャラチャラした男になびくはずないと思っていたし、兄貴だってそういう女に本気になるとは思わなかったんだよ」

「つまり油断した翼が悪いんだろう。自分のものにしたいんなら、今度からは目を離さないことだな。まあ、それは俺にも言えることだけど」

　最後の部分は気を抜いてしまうと聞き取れないほどに小さく、それまで強気だった伊吹がその瞬間だけ弱々しく見えた。

　それは私たちの間にできてしまった深い溝。それを埋めようと、伊吹は私への想いを翼を通して必死に訴えた。

「仁美は俺のものだ。翼の好き勝手にさせない」

「無理だね。今度は俺が奪うよ。兄貴だからずっと遠慮していたんだ」

「要するに俺たちが喧嘩する度に、ほくそ笑んでたわけだ」

「まあ、チャンスかどうかを見極めていたかもな」

「それが今なのか？」

「仁美から聞いた話だと、三度目の浮気相手が真理奈ちゃんなんだってな。それはひでーよ」

「彼女とのことは誤解だよ。仁美も知ってる」

　伊吹はそんなことか、というような顔で余裕で答えた。

　だけど翼はそれを聞いてもちっとも動じない。それどころか、握っている秘密をぶちまけてくれた。

「なら、それはカウントしないとして。でもさ、トータルで数えたら三回は軽く越えているよな？」

「なんのことだよ？」

「兄貴が去年のクリスマス直前の合コンで引っかけた子。あの子、先月からうちの百貨店に派遣されてきたメーカーの子だぜ」

「……」

　伊吹の表情が強張った。

　やっぱりそうなのだ。私が知らないだけで、伊吹はそういうことをしていたのだ。

「ついでに、その子の友達ともなんかあったらしいな」

「もう、黙れ！」

　こんなところに、救いようのないオチが待っていた。薄々はわかっていたけれど、もうやり直す可能性もない私たちなのだから、最後まで知りたくなかった。これでは、傷つき損だ。

　そんな私に気づいた翼がフッと切なそうな顔をした。それから「ごめんな」と今まで聞いたことがないくらいやさしい声で言うと、私のほっぺを指で軽く摘まんで横に引っ張った。

「あんな兄貴のことで、そんな顔すんな」

「うん」

　私はなんとか笑顔を作る。

「けど、未練があるなら今のうちだぞ」

　そんな、未練なんてあるわけない。確かにショックを受けてしまったが、それは必死になって伊吹を追いかけていたあの頃の自分があまりにも哀れだったからだ。

「後悔だけはさせたくないんだ。これでも、おまえの幸せを願っているんだからな」

　翼が逃げ道を作ってくれている。私を追い込まないように、もし望むなら伊吹に戻りやすいように導いてくれている。

　だけど、そんなことは余計なお世話。

「戻らないよ、私」

「いいのか？」

「気持ちは変わらない。ちゃんと、あの日に決めたの」

　生まれ変わりたいと思ったのは、翼に失礼だと思ったから。都合よく呼び出して、愚痴を聞いてもらって、挙句の果てにあんなことまでさせちゃったという申し訳なさがあった。

　それが、知らぬ間にハイスピードで恋愛感情に塗り替えられて、翼のことが頭から離れなくなった。

　最初は抱いてくれる男なら誰でもいいのかと、自分の単純さにあきれていた。

　だけど、いつだって翼だったのだ。翼以外の人に自分を語れない。身体もさらせない。

「だから、翼……私を突き放さないで。伊吹に戻れなんて言わないで」

　翼の指先が私の目尻に触れる。

「わかったから、泣くなよ」

　今まで翼の前で何度涙を流しただろう。でもこうして涙を拭ってくれるのは初めてだ。こんなに穏やかに包み込んでくれる人だったのだ。

「伊吹……私、毎日のように翼のことを考えちゃうの。会いたいと思ってしまうの。最低の女だと思う。だけど自分の気持ちに嘘はつけない。……私は翼が好きなの」

　私はありったけの気持ちを伊吹にぶつけた。翼を失いたくない。それが私の素直な気持ちだから。




「まいったな」

　伊吹がつぶやいた。随分長い沈黙の後だった。

　私は気まずさもあって、まともに伊吹の顔を見ることができない。必要以上に瞬きを繰り返していた。

　それを見た伊吹は小さく笑う。頬が緩み、きりりとした眉は垂れ下がる。長いまつ毛を伏せ気味にしたあたたかな眼差しで私をじっと見つめていた。それは伊吹がときどき見せる、相手に気を許したときの表情だった。

　──伊吹と初めてキスをした日もそんな顔をしていた。

　男性と付き合ったことのなかった私のファーストキスは、身体はとんでもなくガチガチになってしまって、唇が震えてしまうほど。そんな私を伊吹はゆっくりと抱き締めて、やさしく微笑むと、そっと唇を押し当てた。

　けれど、物足りなかったと思う。伊吹ほどの経験値がある男からすれば、びっくりするくらいに私は子供だったはず。

　だから伊吹のおかげ。私が大人になれたのは、伊吹が辛抱強く私を溶かしてくれたから。

「仁美を泣かせたら承知しないからな」

　翼に向けられた言葉が私の罪悪感に囚われていた心を軽くする。

「伊吹……翼と仲直りをしてくれるの？」

「俺がどう頑張っても、翼が貫いた一途さには敵わないよ。間違っていたのは俺の方。そのことをおまえたちに教えてもらった。仲直りっていうか、降参だよ。今まで本当に悪かった」

「私の方こそ、翼とのことを隠していてごめんなさい。伊吹になんて思われるのかが怖くて、どうしても言えなかったの」

「翼が仁美のことを好きなのは最初から知っていたんだ。なのに俺は馬鹿だよ。気づいたら仁美は俺の前からいなくなっていて、力ずくで自分のものにしようとしても仁美はその度に俺から逃げる。俺を一途に思ってくれた分、離れたらその心を取り戻すことは難しいんだって、ようやくわかったよ」

　何度も裏切られていたけれど、私の伊吹への想いは伝わっていた。なにも与えてあげられていないと思っていたのに、一番伝わってほしかった愛情は伝わっていたのだ。

　とてもうれしかった。でも、それも今さらなことで、別れたあとに知る切なさは半端ないくらいの痛みを残す。だって私はもう、伊吹の愛を受け止めることができないから。

「仁美が全力で俺を求めてくれたことで俺は変わろうと思った。でも、気づくのが遅すぎて後悔してる。それでも、出会えたことには感謝してるよ」

　どこまでも大人の伊吹は、ついさっきまでの修羅場を眩しい笑顔で乗り越えて、私の背中を押してくれた。伊吹のやさしさに、感謝の念が涙とともに溢れてくる。

「私もだよ。たくさん怒って、たくさん泣いたけど、伊吹と過ごした時間は全部大切な思い出。ありがとう」

「翼のこと、よろしくな」

「……うん」

「これ以上泣くなよ。ちゃんと笑えって。じゃないと抱き締めたくなるだろう」

　泣きじゃくる私に、伊吹の明るい声が落ちてきた。

　すると、そばで見守っていた翼があきれたような声を上げた。

「おまえなあ、兄貴に隙を見せんなよ」

　翼が私のおでこを指で突いてからかう。

「いったーい！」

「嘘つけ。手加減してやったぞ」

「でも痛かったもん」

「そうやって、ガキみたいに口を尖らせるな。ますますブサイクに見えるぞ」

「それ、ひど過ぎ！　なにもこんなときに言わなくたっていいじゃない！」

　翼はわざと私をからかう。でもそれは、翼が伊吹の気持ちに配慮しているからなのだ。だから私は、翼に涙を拭ってもらう代わりに彼の挑発に喜んで乗る。

　馬鹿みたいな言い合いをしているうちに、ほっぺたの涙はどんどん乾いていく。

　私は翼に、やさしさにもいろいろな形があるのだということを教えてもらった。




　◇




　伊吹が去っていった後の駐車場。

　さんざん泣いて騒いで疲れ切った私をすっぽりと包んでくれるのは、愛しい人。

　翼の胸の中はとても落ち着く。翼の匂いがして、あたたかくて、不思議と懐かしさも感じる。心地よすぎてその中からどうしても抜け出せずにいた。

「もう少しだけ、こうしていてもいい？」

「構わないよ。その代わり、これだけは約束してほしい。俺以外の男の前では絶対に泣くなよ。愚痴も言うなよ」

　情熱的に言って、私をさらに強く抱き締めた。

「うん。泣かないし、言わない」

「これからは、俺がおまえを守るから」

〝好き〟と言うよりもずっと心に染みる言葉に感動して、幸せでいっぱいになった。

　そして、再び私の目元は涙に溢れる。ミントの香りの中にもう一度顔を埋め、大号泣したのだった。





７．本命は誰？




　黒い窓に写る自分の顔を凝視しながら、私はまた涙を堪えていた。

　今度は、怒りと悔しさ。ひとり、電車の中で、泣くものかと自分の弱さと闘っていた。

　ほんの少し前まで、強く抱き締められ熱情のこもる愛の言葉を囁かれて、私は幸せの絶頂にいた。

　なのに、今、追い返されるようにひとりで電車に乗せられている。




「このあと行かなくちゃならないところがあるんだ。悪いな」

　翼にそう言われて、仕事なのかと尋ねたら「うん、まあ」となんとも曖昧な返事をして、私の目を見ようとしなかった。

　怪しいことこの上ない。イライラついでにどうしても拗ねてしまう。

「気をつけて帰れよ」

「……」

「返事くらいしろよ」

「言われなくとも、毎日、気をつけてるよ」




　びしょ濡れのスーツ姿の翼に駅まで送ってもらって、彼とはそこで別れた。

　スーツの替えは百貨店の個人ロッカーにあると言っていたから着替えは心配ないようだ。

　仕事と言っていたが、歯切れの悪い答え方がやはりどうしても気になる。だけど、そう言われると、しつこく尋ねることもできない。ましてや、恋人同士になったのはついさっきのことだから、束縛するようなことを言うのもはばかられた。

　つまり、仕事の合間に駆けつけてくれたということなのだろう。

　翼は真理奈から、私が英孝くんに口説かれているとメールで報告されて、それで慌ててやって来たらしい。




「入れ違いで、兄貴が来たことを英孝に聞いた」

「でも、駐車場にいること、よくわかったね」

「兄貴は二日間、保養施設で研修だったんだよ。車で行っていたから、たぶん、駐車場じゃないかと思ったんだ」




　意外なことに、翼も伊吹も実家暮らし。そんなこともあって、行動パターンを読むことができたようだ。

　フットワークの良さには感謝している。だが、その後、深夜になっても翼からは、なんの音沙汰もなかった。

　翼が言っていた「俺がおまえを守るから」というセリフを思い出すと、胸にぽっかりと穴があいたような喪失感を覚える。とても守られている気がしなかった。

　次第に苛立ちが募っていった私は、絶対に自分から連絡しないと決めた。この場合、翼から連絡を寄越すのが筋なのではないか。

　だけど想いは募るばかり。

　文字でも声でもどちらでもいい。なにか言ってほしい。
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　翌日。百貨店はまだオープン前。

　更衣室で着替えをすませて、お店へと力なく歩いていた。

　従業員用の廊下ですれ違う人達に挨拶をしながら進んでいくと、ある光景に足が止まった。

「え……？」

　それは翼と畠山さんが立ち話をしているツーショット。

　私に背を向けるように立つ畠山さん。そして、背の高い翼の顔が彼女の頭上に見えた。

「昨日はありがとう。おかげで楽しかったわ」

　あまりの衝撃に眩暈がした。私を駅で見送ったあと、翼は畠山さんに会いに行ったのだ。

「いや、こっちこそ」

「でも、驚いたわ。いつもクールな香川くんなのに、あんなふうに豹変するのね」

「それは、内緒にしといてよ」

「ふふっ。しょうがないわね」

　畠山さんの表情は見えないけれど、翼の様子から察するに、見つめ合って微笑み合っているようだった。親密そうなふたりを前に、昨夜の甘いセリフも、体温も、瞬く間に色褪せていく。

　私よりも大切な彼女との約束。ふたりは昨夜なにをしていたのか。それを知るのが怖い。なにか理由があるんじゃないかと考えたが、いくら思考を巡らせても思いつかない。

　仕事上の付き合いなら私にも情報が入ってくるはず。でも、店長も瑞穂ちゃんも、誰もそんなことを言っていなかった。

　もうなにもわからない。翼を信じたいのに、隠しごとをされたら、信じられなくなる。

　すぐ目の前にいるのに、翼のことを見失いそうだ。




「香川くん、どうかした？」

　そのとき翼が私に気づいた。

　ゆっくりと動いた視線は、私に焦点が合わせられて止まった。

　翼は不思議そうにこちらを見たけれど、目頭がだんだん熱くなってきて、私はこれ以上、彼に近づくことができなかった。

「サイテーだよ……」

　その代わりに無意識につぶやいていた。

　自分にしか聞こえないほどの小さな声だったから、あのふたりには聞こえていないはず。けれど、私の深い悲しみは翼に伝わってほしいと思った。

　それなのに翼はとぼけた顔をしている。裏切っている自覚もないなんて、無神経にもほどがある。

　そんな人のために泣きたくない。泣いたら私の負けになってしまう。私は可哀想な女ではないのだ。

　声にならない叫びが、心の底からせり上がってきた。気づいたら、私は駆け出していて、ふたりを追い越していた。

　──仁美。

　そんな声が聞こえたような気がする。走っていたから、よくわからなかった。

　そして、お店に着いたのはいいが、このあと畠山さんと一日一緒に過ごさなければならないことに深い憂鬱を覚える。

　さっき、一瞬ではあったが畠山さんと目が合った。このあと彼女になにを言われるのだろう。




「おはよう」と畠山さんのソプラノの声がして、背中がビクッと震えた。私は咄嗟に下を向く。

　透き通って色気まで含ませた声は、容姿に加えて彼女の武器。

　セールストークもバッチリな畠山さんは、きっと怖いものなんてないのだろう。恋も仕事も難なくこなせてしまいそうなイメージだ。

「さっき、随分と急いでいたみたいだけど。なにかあったの？」

　ほら、きた。私が、翼と畠山さんの親しげな様子に動揺しまくりなのを知っているくせに、なんでわざわざ聞いてくるのだろう。

　嫌みだったら、怖い。きれいな笑顔の裏に隠された本性がまるで見えない。

「……いいえ」

　私は小さな声でそう答えるのが精一杯だった。

　そのあとすぐに朝礼が始まり、なんとか畠山さんから離れることができた。

　さっぱりとした彼女の性格のおかげで、その後は詮索されることがなかったので助かったが、私は、どんどん自分の世界へと閉じこもってしまうのだった。
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「どういうつもりだよ？」

　翌日の仕事帰りのこと。駅に向かう途中のコンビニの前。私の行く手を阻むかのように翼は立っていた。お酒を飲むとき以外にめったに吸わない煙草をくわえているということは、相当苛立っている証拠だ。

「電話とメールのこと？　タイミングが合わなかっただけじゃない？」

　昨日から翼からの電話やメールを一切無視し続けてきた。職場で翼とすれ違っても、視線すら合わせない。

　周囲に人がいて無理に追いかけられないことをいいことに、徹底的に無視を決め込んでいた。

「履歴を見てわかってんなら、折り返せよ。常識だろ？」

「そんな決まりないでしょう？　用事があるのはそっちなんだから、私から電話やメールを返す義務なんてないよ」

　なんてかわいくないのだろう。

　返事をしなくても、懲りずに連絡をくれる翼に安心していたくせに。ずっと待っていたくせに。ここで連絡が途切れたらどうしよう…と本当は思っていたくせに。

「仁美」

　いつも「おまえ」と、乱暴に呼ぶのに、今日に限って切なそうな声で名前を呼ばれる。

「電話くらい、ちゃんと出ろよ。何度も電話しているのに返事がないと、なにかあったんじゃないかって思うだろう」

「私だったら心配してもらわなくても大丈夫」

「なにを怒ってるんだ？　俺がなにかしたのか？」

　いまだに自覚がないようだ。いったい、どういう頭をしているのだろう。

「別に、なにも」

　私の口から説明をするなんて冗談じゃない。

　おとといの夜、畠山さんとどこでなにをしていたのか。翼にとって大切な人は畠山さんなのかもしれないと考えるだけで胸が締めつけられるように痛むというのに。

「ああ、わかった。おとといの夜に送ってやれなかったことか？」

「違う」

「おとといは仕事だって言っただろ」

「だから、違うって言ってるでしょう！」

　翼の気持ちがわからなかった。駐車場で私のことを守ると言って抱き締めたのは、私に対する同情からなのではと思ってしまう。

　もしそうなら、翼が本当に好きな人は私ではない。考えたくないけれど、実際に畠山さんとの約束を優先させたのだから、翼の想う人は彼女ということになる。

「私みたいなお荷物、わざわざ背負わない方がいいよ。私も仕方なく背負われるのは、ごめんだから」

「荷物ってなんだよ？」

「翼は私の面倒なんてみずに、自分のことを大事にしなさいってこと」

　翼が指に挟んでいた煙草が細い煙をあげながらどんどん短くなっていく。

　危ないなと思いながら見ていると、短くなった煙草を地面に落とした。怒りをぶつけるように靴の裏で乱暴に踏みつける。

　吸い殻を拾い上げた翼は、携帯灰皿にそれをおさめると、うつむいていた私の顎を指で掴んで上に向けさせた。

「意味、わかんねえんだけど？」

　視線を無理やりに合わせようとするので、私は必死に抵抗した。

「この手をどけて」

　顎にかかる手をパンッと払いのけ、強く睨みつけてやる。私の反撃にショックを受けたような顔をした翼は、叩かれた手をぎゅっと握った。

　だけどすぐ、その目に鋭い光を宿らせて、私を射るように見る。

「おまえはいったい、なにが気に食わねえんだよ？」

　怒りで拳をわずかに震わせて、低い声で囁く。

「……言えよ」

「だ、だから……」

　怖い。迫力に負けて怯みそうになる。それでもなんとか自分を奮い立たせた。

「……中途半端にかまわれても、こっちは傷つくだけなの」

「遠まわしに言われてもわかんねえよ。なんのことなんだよ？」

「だから……」

「はっきり言えって」

「翼も、やっぱりきれいな人が好きなんだなって……」

　自分の小ささに嫌気がさす。こんな自分を知られたくなかったのに。それは、守ってきたプライドが崩れた瞬間だった。

「ああ、そっか。昨日の朝の……もしかして、ヤキモチってやつ？」

　胸が軋むように痛い。今のセリフは、つまり、彼女との仲を認めたということなのだろうか。

「なるほど、そういうことか。それで突然、走り去ったんだな」

　眉をピクリと動かしてニヤける翼。拒絶の気持ちがせり上がってくる。

　私がこんなに傷ついているというのに、どうしてそんな馬鹿にした態度がとれるのだろう。ヤキモチという言葉だけで片づけてほしくなかった。そんな単純な問題ではない。

「ちがっ……違うから！」

　翼は、たくさんの女の人と関わってきただろうから、私に言ってくれたセリフなんて言い慣れていると思う。

　だけど、私はそうじゃない。翼の言葉にドキドキして喜んで、幸せを噛み締めていたのだから。その瞬間のひとつひとつを一生忘れないようにしようと、必死になって心の中に留めようとしていたくらい。

「私は翼とは違うの。私、そういうの、慣れてない」

　遊びとか駆け引きとか、私は経験がない。彼女がいるのに、他の女の人と楽しく一緒に過ごしたり、上機嫌におしゃべりしたりすることが普通だっていう感覚が、私には理解できない。

「翼となんて、しなきゃよかった！」

　昨日と同様、走り出す私のあとを翼は追いかけて来ない。呼び止める声も聞こえない。翼がどんな顔をしているのか、振り向いて確認する勇気もない。

　でも、もういいのだ。これ以上、傷つくくらいならなかったことでいい。私には無理だったのだ。まだ、次の恋をするには早すぎたのだと思う。
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　あれから一週間が過ぎた。

　翼とはほとんど顔を合わせていない。それは私が意図的にそうしているのもある。おそらく翼もそれは感じていることだろう。

　なるべく会わないように休憩時間は外で過ごし、視界に入ったらすぐに方向転換する。境界線が引かれた私たちの関係は、他人以下だった。

「深津さん、明日の予定、入れちゃった？」

　お昼の休憩に出かけようとしたときだった。畠山さんがきれいな笑みを向けてきた。

「予定は……」

　きれいというより、妖艶というべきか。弧を描いた彼女の色っぽい唇に捉えられて、逃げ出せなくなる。

「まだよね？」

「……はい」

　今朝、畠山さんからシフトの変更を頼まれた。明日が休日になっていた彼女が、急に休みの日を取り替えてほしいと申し出てきたのだ。

　なんでもお知り合いの方がマリッジリングを選びに来店されるそうで、そのことを自慢げに話していた。そのため私は急遽、明日が休日となり、当然、急に予定なんて入れられるわけがない。

「よかったら、これどうぞ」

　もしかして、なにか罠にでもはめられるんじゃないかと身構えていた私の前に差し出されたのは、一枚のチケット。見覚えのあるデザインに目が点になる。

　それは我が社もスポンサーになっているプラネタリウムコンサートの特別招待券。週末と日曜日の三日間限定のコンサートで、明日の金曜日はピアノ、土曜日はバイオリン、日曜日はハープの演奏会がある。

　大きなコンサートホールとは違い、座席数はたかがしれている。

　その上、ピアノ奏者はヨーロッパで活躍中のフランス人。そのコンサートのためだけに来日するらしく、チケット入手は困難を極めており、社内割り当ての特別招待券もごく少数だった。

　そんな貴重なチケットを私に譲るとは、どういう風の吹きまわしだろう。コンサートは畠山さんも楽しみにしていたはず。

「いいんですか？」

「だって、予定ないんでしょう？　深津さんも行きたがっていたじゃない」

「それはそうですけど」

「いいのよ。そのコンサートよりも私は仕事の方が大事なの。遠距離の彼の都合がつくのが明日しかないんですって」

　我儘で困っちゃうと言いながらも、彼女は満足そうだった。朗らかに笑い、不思議なくらい幸せそうな顔をする。

「お友達なんですか？」

「ううん。姉なの」

「それは、おめでとうございます」

　妹だったのか。しっかり者の優等生タイプの畠山さんのイメージから勝手に長女だと思い込んでいた。

　お姉さんのマリッジリングを選ぶ瞬間に立ち会えるなんて、なかなかない。うちは弟だから、とても期待できない。

　畠山さんの仕事に向き合う姿は好きだ。

　数字にとらわれていないのに、ちゃんとそれがついてくるのだからすごい。

　初めてのお客様がお姉さんだったと言っていた。

　新人時代は、なかなか商品が売れない。彼女にもそんな時代があったのだと思うと、今の私に足りないものがおのずと見えてくる。

　この仕事は大好きだし、誇りも持っている。だけど、彼女のように楽しんでやっているかというと、そこまでの余裕はない。一生懸命、努力しているのに売上が伴わなくて卑屈になることもしばしば。

　どれだけ頑張れば畠山さんのようになれるのだろう。

　彼女はそれくらい魅力があって憧れの存在。翼が惹かれるのも当然だ。

　彼女となら……。

　悔しいけれど、やっぱり翼とお似合いだと思った。奪われても仕方がない。





８．スイートな星の夜




　黄昏にはまだ早い。

　翌日の金曜日、私は、畠山さんから頂いた特別招待券を持ち、ベイエリアにあるプラネタリウムに来ていた。

　開場時間より少し前に会場に着いたのに、すでに長蛇の列。見渡すと、案の定、カップルだらけだった。

　ざっと見る限り、ひとりで来ている人は見当たらない。

　畠山さんはこの状況を覚悟してまで、楽しみにしていたのだろうか。

　ただ、たくさんのカップルの中にも親子連れや女性同士のグループもちらほらと見えたので、ホッとした。

　座席は自由。どうか、カップルとカップルの間に挟まりませんようにと祈りながら、胸元のお星様を握り締めた。

　今日のファッションは、スター＆スターシリーズのゴールドのネックレスが栄えるように、ネイビーのワンピースにピンクのカーディガンを選んだ。

　スターモチーフの枠の内側に添えられた三つ子の小さなダイヤモンド。一目ぼれして即決だった。今日という日にぴったりで、買って良かったと思った。




　やがて、人の波に動きがあった。開館したようだ。

　水平線に目を向けると太陽がだいぶ傾いていた。もうすぐ日が落ちる。さざ波に光が反射して、その日最後の輝きを放っていた。

　涼しげな風に頬を撫でられ、微かに感じる潮の香り。私はゆるやかに運ばれてくる風を思いっ切り吸い込んだ。

　そのとき、潮の香りに混じり、スパイシーな匂いが鼻についた。それだけじゃない。聞き覚えのある声に鼓膜が震えた。

「こんなところで呑気に大口開けてるな。さっさと行くぞ」

　目の前に立っているのは、すらっとした長身のスーツ姿の男。清々しい出で立ちに、思わず口を半開きのまま見入ってしまった。

「いい加減、口を閉じろよ」

「つ、翼!?」

「早く行かないと、いい席、取られるぞ」

「え？　なにこれ？　なにそのセリフ？　どうして翼がここにいるの？」

「いいから。まぬけ面してないで、ちゃんと歩け」

　翼は質問には答えず、私の腕を掴んで引っ張る。前のめりになり、もつれそうになる足をなんとか踏ん張って体勢を整えると、手の平をあたたかい感触が覆った。

「ほんと、勝手過ぎる。おまけにどさくさに紛れてるし」

「こうでもしないと逃げるだろ」

　翼はそう言って、繋いだ手を私の目の高さまで掲げた。ムカつくぐらい刺々しく顔を歪めてイイ男台無しな表情をしているのに、それでも格好いいから、余計にムカつく。

「おとなしく諦めろ」

「偉そうに言わないでよ。諦めるもなにも、私、結構楽しみにして来たんだからね」

　しかし、当の翼は私の言葉などまったく気にする様子もなく、繋ぐ手に力を込めた。

「もたもたすんな」

「いちいち威張らないで」

　素直になれなくて、つい憎まれ口をたたいてしまう。翼が甘い言葉のひとつでもくれたら、気持ちも治まるのに。

「早く」

「なに？」

「おまえの分の招待券」

　ムッとしながら左手に持っていたバッグを漁る。

「早くしろよ」

「待ってよ。……あ、あった」

　翼は招待券を受け取ると、自分の分と合わせてスーツのポケットに忍ばせた。

　目の前には見上げるほどの大きなドーム状の近代的な建物がそびえ立っている。最新式の設備とロマンチックな星空と、そして一流ピアニストの競演を想像し、心が躍った。

　散々無視を決め込んでいたくせに、たったこれだけのことで。いや、これだけのことをしてくれるから負けたなと思う。

　翼は私のことを、私以上に理解している。それが無性にうれしい。




　大行列に並び、ようやくプラネタリウムの会場入口まで辿り着いた。そこでチケットのチェックがある。ふたりの係員が立っていたけれど、入口付近はちょっとした混乱状態だった。

　だけど、翼を見失うことなくスムーズに会場に入って行けたのは、翼が私の手を離さないでいてくれたおかげなのだ。そんなところに、感動すらしてしまう。

　中に入ると、係員に誘導されるがまま空いている席に押し込まれた。いい席を選ぼうにも、選択肢はなかったようだ。

「満員だな」

　翼は、身を投げ出すように背もたれに身体を預け、背伸びをするようにリクライニングシートをさっそく傾斜させていた。

「前売り券はあっという間に完売だったみたい。そのあと追加販売があったんだけど、そのせいで当日券の販売は中止になったの」

　いつの時代も、どんな世代にとっても、プラネタリウムというのは人気のスポット。なぜか、人は星や月に引き寄せられてしまう。

　例え、投影されているのが偽物の星だと知っていても、それでも人は魅了される。私も期待に胸を膨らませ、祈りを捧げるみたいに膝の上で指を絡ませていた。
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　プラネタリウムコンサートが終わり、すぐに電車に乗りたくなかった私たちは、建物の周りを散策していた。海風を受けながら、コンサートの余韻を静かに味わう。

「実際に、あの空にはあれだけの星が輝いているんだね」

　まるで宝石みたいだった。信じられないほどの輝きを放つ夜空は本当に神秘的だった。私たちは、それくらい美しい世界の片隅に生きているのだ。

「すごいよな。数え切れないほどの星が宇宙にはあるんだもんな」

「また来たいなあ」

「そうだな。プラネタリウムなんてガキのとき以来だけど、なかなかおもしろいな」

「絶対だよ。でもお休みの日を合わせないとね。……そう言えば、今日はこのためにわざわざ休みをとってくれたんだよね？」

　こんな偶然あるわけない。畠山さんが関わっていることは明らかだった。

　まさかお姉さんの話まででっち上げとは思わないが、それにしても、よくできたシナリオだ。

「私用で早退させてくれって頼み込んだ。昨日の今日でいきなりだったから、都合をつけるのが大変だったけど」

「そんなことして大丈夫なの？」

「たまにはいいだろ。一応、勤務態度は良好だし、サービス残業だってそれなりにこなしているんだ」

　畠山さんは、特別招待券を二枚持っていたのだ。誰と行くつもりだったのかは知る由もないけれど、彼女が一役買ってくれたのは間違いない。

　おそらく翼から事情を聞き出したのだろう。

「やってくれるね。彼女も」

「おまえの態度が最初から露骨だったらしいぞ」

「……やっぱり」

「あ、それから、兄貴がおまえんとこの店に顔を出したんだって？」

「うん」

「兄貴のことも薄々勘づいていたみたいだな」

「そうなの。後輩の女の子にまで怪しまれちゃった」

「女って鋭いな。特に彼女には敵う気がしない。あんな切れ者、逆に怖いよ」

　翼にとって畠山さんはそんな存在なのだそうだ。

　ことの発端は、翼が売り場で、ワイシャツを買い求めたお客様のクレジットカードを返却し忘れたことだった──。

　馴染みのお客様だったら住所の控えがあったが、あいにくそうではなかった。カード会社に問い合わせするしかないと諦めかけたとき、お客様がうちのお店の紙袋を手にしていたことを思い出したのだそうだ。

　白髪混じりの紳士のお客様。都内のイタリアンレストランのオーナー兼シェフの彼は、オシャレをこよなく愛し、その日、うちのお店でカフスボタンをお求めになった。

「今夜、お店にいるそうなの。香川くん、場所、知らないでしょう？　私も付き合うわ」

「ありがとうございます。助かります」

　──その紳士こそ、翼が捜していたお客様で、なおかつ畠山さん担当のお得意様だった。

　ふたりきりのランチは店まで付き合ってくれた彼女へのお礼だったそうだ。まったく、紛らわしいことこの上ない。

　さらに、わざわざクレジットカードを届けに来てくれたことに機嫌を良くしたお客様が、そのお礼にと後日、レストランに招待してくれた。

　これが、私が駅で見送られた理由。翼はあのあと、イタリアンレストランに向かったのだそうだ。

　私が思い描いていたふたりの関係はただの妄想。真相を知り、あきれてしまった。ほっとしたというよりも、翼をどついてやろうかと思ったくらい。

　翼は自分のミスを私に知られたくなかったようだ。ついでに百貨店の社員なのにテナントショップの店員に頼らざるを得なかったことに、プライドを傷つけられたらしい。

　それを聞いて、男って、つまらないことを気にするものだなと思った。

「そのお客様なら知ってるよ。前に、せっかく来店されたのに、畠山さんがいるときに出直すと言って帰ってしまったことがあったの」

「彼女のことを娘みたいに思っている感じだったな。去年、ひとり娘がイギリス人と結婚して、向こうに移り住んだんだってさ」

「そうだったんだ。遠い外国に娘さんがお嫁に行ってしまって、寂しかったんだね」

　翼はそんな事情を知っていたので、レストランへの招待は、絶対に外せない約束だったのだ。お客様が畠山さんを自分の娘と重ねて見ていたことを感じていたからこそ、彼女と一緒にレストランへ行こうと思ったのだろう。

「言ってくれればよかったのに。そうすればお互いに傷つくことはなかったんだよ」

「今思えばそうだけど、あのときはそう思えなかったんだよ」

「畠山さんに対抗意識を持っても仕方ないじゃない。彼女、すごいよ。お客様の心をちゃんと掴んでいるんだもん」

「そうだな。センス、あるよな」

「彼女を慕うお客様は多いんだよ。当然、売上成績もそれに比例してる」

「……へえ」

「私もあんなふうになりたい。翼もそう思うでしょう？」

「もう、彼女の話はいいよ」

「ひょっとして、悔しいの？」

　私の突っ込みに、翼は目を見開いて、困ったように視線を泳がせた。

「別にっていうか、……ん、そうだな……」

　言葉を濁しながら、誤魔化しても無駄だと思ったようで、溜息混じりに答えた。

　翼も人並みに、他人のことをうらやんだりするんだ。私は、彼のクールな仮面の下にあるもうひとつの素顔を見たような気がしてうれしかった。

「俺ももっと素直になるよ。だから、おまえも逃げるなよ」

　立ち止まり、こちらを向く翼。私に焦点を合わせた瞳が、夜景の光を反射して光度を上げた。

　お互いに素直になれなくて、思いも寄らないすれ違いにずいぶん悩まされてきた。恋って難しい。そのことを改めて思い知った。

「誤解されたままだと辛いんだよ。だけど俺が意を決して素直に向き合おうとしても、聞く耳を持ってくれないから。手立てがなくなって、すげー困るよ」

「ほんとだよね。シカトし続けて、仕舞いには仕事を早退させちゃってる。こんなの、ダメだよね」

「もっとも、俺が素直に話していれば、こんなことにならなかったんだよな」

「もう隠しごとはやめようね。私、すごく怖かったの。翼の本命が畠山さんなのかもって思ったら、怖くて、翼と素直に向き合えなかった」

「ちゃんと伝えてなくて悪かった。変に格好つけて大事なものを失ったら、悔やんでも悔やみきれないよな」

「つばさぁ……」

　鼻を啜って、みっともないくらいに泣き出してしまった私を、翼は抱き寄せた。

　背中に手を添えられて胸の中に閉じ込められる。

「馬鹿。泣き過ぎ。他の奴に見せんなって言っただろ」

　ふわっと翼の匂いに包まれて、しばしの間、その胸をかりて思いっ切り泣かせてもらった。

「今度から言いたいことがあるなら、ちゃんと言えよ。文句でもなんでもいいから」

　ここは観光スポットのベイエリア。夜でも周囲には大勢の人がいる。

　これではまるでバカップルだ。

「……うん」

　それでも離れたくない。

　星のない空の代わりに、翼の瞳に見守られて、ずっとこのままでいたいと思った。




　◇




　私たちは食事も取らないで、まっすぐ私のアパートに帰って来た。

　部屋のドアが閉まる音が聞こえないうちに、性急に絡まるふたつの身体。着ているものを脱がし合いながら、キスを繰り返す。

　翼の吐息が熱い。濡れた唇までも熱をもっていた。

「んっ、……あっ……待って」

「ん？」

「鍵、閉めなきゃ」

　だけど、ふたりでドアの方を気にしながらも、結局は欲望が勝ってしまった。

　私たちは、互いのカラダに囚われて、色情に溺れて、淫らな姿でベッドの上に落ちていった──。

　ベートーベンの『月光』やドビュッシーの『亜麻色の髪の乙女』など。さっき聞いたピアノの音色が今も耳に残っている。

　広がる宇宙に放り出されたみたいに、ベッドにやさしく落とされて、すぐ頭上には星の王子様……なんて言ったら笑われるどころか苦い顔をされるだろうか。

「また上の空かよ。失礼な女だな。これからってときに」

　私のイジワルな王子様はそう言うと、すぐさま私の唇に歯を立てた。カプリと噛みついて、痛いと胸を叩いても、おもしろがって離さない。

　ほんの少し、よそ見していただけなのに、この仕打ち。

　もっとやさしく触れ合いたいのに。もっともっと、翼の心を見たいのに。

「仁美？」

　私が涙を浮かべると、痛さのせいだと勘違いした翼が慌てて唇を離した。「ごめん」と私の頭を大きな手で撫でてくれる。

「ちゃんと、やさしくする。だから、泣くなよ」

　それから涙を舌で絡め取ると、今度はとても丁寧なキスをしてくれた。

「好きな女が俺のせいで泣いているのって、やっぱ辛い。兄貴のために泣いているおまえを見るのもきつかったけど、それ以上だよ」

　長い長いキスのあと、そっとブラの肩紐を落とす。肩のあたりを湿った舌が行き来し、それだけで私の中が濡れていくのがわかる。

　ふたつの胸の膨らみを大事そうに包み、手の平で円を描くように揉んでいく。とても上手に器用に。翼の手の平に私は感じていた。

「それ、すごくいい」

　あまりの感動に、思わず普段は言わないことを口走ってしまった。そんな私に翼は満足そうな顔をした。

「もしかして、この間より感じてる？」

　そう言いながら、片方の手は下へ移動させていき……。

「あっ……」

　指を入口部分にあてがう。水音が聞こえる。なんとなく、濡れ方はいつも以上のような気がした。

　敏感な部分をぐるぐるといじられて、水音が大きくなるのが恥ずかしい。だけど気持ち良くて、もっと溢れてくるのが自分でもわかった。

「俺、余裕ないかも」

　翼にしては珍しい。私の胸に顔を埋めて、切羽詰まった気持ちを吐き出した。

　そんな吐息でさえ愛しい。私は、翼のやわらかい髪をすくように指を入れながら、彼の純粋な愛情を素直に受け止めたいと思った。

「私も……ドキドキしてる」

「緊張？」

「ううん。なんて言うのかな。この先になにがあるんだろうっていう好奇心みたいな感覚」

　そう言っている間も彼の愛撫は続いている。胸の先端を口に含み、キャンディを舐めるみたいに舌で転がして遊ぶ。

　同時に花弁をいじられて、ぞくぞくするような快感がカラダの奥から上がってきた。

「……はぁっ……」

　こんなに的確に攻めておきながら、余裕がないなんてよく言えたものだ。

「嘘つき」

「なんで？」

「翼の方が余裕あるから悔しいよ」

「余裕なんてあるわけないだろ。好きな女を前にして興奮しない男がどこにいるんだよ？」

　私を見上げて無邪気に微笑む。こんなときなのにかわいいなんてズルイ。

　すると、胸から顔を上に移動させてきて、貪るようなキスをされる。

　すごく強引なキス。私は次第にねっとりと絡みつくそれに溺れていった。積極的に舌を求めて絡めて、深くしていく。だんだん私は、息も絶え絶えになってしまう。

　そんな中、薄らと目を開けると翼がうれしそうな顔をしている。目が合うと、おもしろがるように目を細めて手の平を首筋、鎖骨へと移動させていった。

「んっ……やだ……」

　唇を離して抵抗する。

「なに？」

「……くすぐったいの」

　わざと焦らして触れるか触れないかのギリギリの触れ方。脇腹をなぞって腰を滑り、お臍のあたりでぐるぐるさせる。そんなふうに指を肌の上で遊ばせた。

　極上のテクニックは、私からいくつもの喘ぎ声を引き出していく。翼は、そんな私を恍惚とした表情で見つめていた。

「その顔……やっぱ、すげーいいよ」

「翼だって……」

　男のくせに濃厚な色気。見つめ合っていると、その澄んだ瞳に吸い込まれてしまいそう。

　身体の芯が熱くなって、求め過ぎてしまう自分が恥ずかしくなる。

「なにをしてほしい？」

「やだ、そういうの、無理だから」

「言わないと好き勝手に抱くよ」

「その方がいい。翼のこと、もっと知りたいから」

「本当にいいんだな？」

　頷くと、一気に侵入してきた指が中をぐるんとかき回す。細い指が蜜の中で暴れて、腰が浮き上がる。

　紅い花片も同時に撫でつけて、どうにかなりそうな気分。

「……あぁ、ん……はぁん……」

　指が幾度も深いところを擦り上げる。「かわいいよ」という甘い囁き声とは裏腹の激しい動き。

　欲情はカラダ中をかけ巡り、蜜がこぼれてシーツに広がっていった。

「すげー熱いよ、ここ」

　私の精神はもう別な世界をさまよい始めていて、楽しそうな声は意識の片隅で聞きとるのが精一杯だった。

　蜜壺に舌先のしっとりした感触を感じ始めたけれど、恥じることを忘れ、私は陶酔の中。蜜が絡め取られる度に、腰が勝手に浮き上がっていた。

「ねえ？」

「ん？」

「はぁ……、もう……」

「いく？　いいよ、何回でもいかせてやるよ」

　その言葉をきっかけに、中でなにかが弾けそうな予感。

「あ、あっ……」

　堪えることができなくて、ぎゅっと締めつけて翼の指でイッてしまった。呆気ないくらいに簡単に。

　だけど深くイッてしまったせいで強い疲労感。ぐったりとシーツに身体を沈み込ませていると、翼が指を中に入れたまま、楽しそうに言った。

「結構、派手にイッたんだな。わかるか？　ひくついてる」

「もう、イジワル！」

　少し理性が戻ってくると、自分のとんでもない姿を思い出して急に恥ずかしくなり、布団を引っ張り上げた。

「隠すなよ。今さらなんだよ。俺ら、初めてじゃないんだし」

「まだ二回目だもん。それにこの間はお酒の勢いも無きにしも非ずっていうか……」

「そういう問題？　なら、兄貴とは慣れてたってこと？」

　拗ねたように言う。その目は悲しげ。胸の奥がぎゅうっとなって、切なくなる。

「私、もう伊吹のことは──」

「ごめん。ただのヤキモチだから。みっともないな」

　翼は無理やり笑うと、すぐさま目を逸らす。私はたまらなくなって彼の頬に手を伸ばした。

「翼……」

「わかってる」

　目が合って、微笑んだ。好きという気持ちが伝わるように、私も見つめ返してキスを求める。

　そっと身体が重なってきて、もう一度、灯がともる。しばらく甘い空気を味わいながら、ゆらゆらとベッドの上で戯れて、やがてカラダの奥のスイッチがオンになった。

　ゆっくりと侵入してくる翼のモノを受け止めて、艶めかしい吐息に胸の奥が熱く震える。

「はっ……あぁっ……」

　さっきよりも脚を大きく開かされて、より奥をめがけて打ちこまれる。腰の動きは徐々にスピードを上げていった。

「仁美の気持ち良さそうな顔を見ているだけで、イッちゃいそうだよ」

　息を乱しながら囁く。一方、勢いよく奥を突かれている私は呼吸が乱れ、返事はおろか思考もうまく働いてくれない。

　さっきの、なにかが弾かれる感覚がまた襲ってきそう。

　身体がずり上がらないように、腰を掴んで固定されているから余計に辛い。気持ち良いのに逃げ場がなくて、気づけば救いを求めて片方の腕を伸ばし、枕の端を握っている。

　それでも限界はやってきて、その度に体力が奪われるが、翼は離してくれなかった。

　その後も何度か体位を変えて、その度に波打つシーツ。布団はとっくに床に落ちていて、身を隠すアイテムはなにひとつない。

　汗の滲んだ身体を舐められて、翼が「しょっぱい」と口にしたとき、私はうつ伏せでシーツに顔を埋めていた。

「ねえ……もう、……おねがい」

　背後で腰を振っている翼に懇願する。私はもう何回か達していて、翼だってすでに二回も精を吐き出している。

　こんなにも激しい人だということは普段の姿からは想像がつかなくて、二度目にして、私は翼の本当の姿を知ったのだった。

「じゃあ、こっち向いて」

　翼は動きを止めてそう言うと、一度引き引き抜いて、今度は正面から貫いた。

「こっちの方がいいだろ？」

「……うん」

　翼の顔は思いのほか穏やかで、安心して身体を預ける。言葉にしていないのに私の気持ちを汲んでくれるところが、やっぱり好きだと思った。

　そう。最後はちゃんと向き合って迎えたい。同じ距離だけれど、さっきよりも近くに感じる気がするから。

「仁美……」

　質量とスピードが増していく。さっそく子宮の奥が疼き出す。やがて、すべての勢いが最高潮を迎えようとしていた。

　壊れてしまいそう。

「俺のものでいいんだよな？」

「え？」

「好きな女が幸せになるならと思って、一度は諦めたんだ。でも今は、やっぱり兄貴がいいって言っても行かせない。兄貴には絶対に渡さないからな」

「うん、離さないで。私も離れたくない。我儘だけど、私、翼の一番になりたいの」

　過去に翼が付き合ってきた女の人たちにどうしても嫉妬してしまう。これだけの磨かれたテクニックはその人たちがいたからだと考えてしまうのだ。だけど、その中で、私が一番目のポジションなら、その嫉妬は昇華できそうな気がする。

　嘘でもいい。そう言ってほしい。そんな願いを込めて翼の身体を抱き締めていると、追いつめられた先で声を聞いた。

「俺が彼女を作らなかったのは、おまえがいたからだよ。それが答え」

　揺さぶられ、身悶えている私の耳に届いた言葉は溢れるほどの愛のメッセージ。胸の中に渦巻いていた澱みが全部が弾け飛んだ。

　その瞬間、一際強烈な感覚が全身を襲った──。

「あっ！　翼……」

　翼のモノが私の中ではじけて精を吐き出すと、背中がまるで悲鳴をあげるようにのけぞった。

　一度きりじゃなかった。波が次から次へと押し寄せてくる。

「仁美？　大丈夫か？」

「やっ……翼、怖い」

　こんなことは初めて。意思に反して身体が震え続け、まるで自分のものじゃないみたい。

「大丈夫だよ。俺がいる」

　強くイキ過ぎて泣きそうになっている私を、翼の熱い身体が包み込んでくれた。

「翼……」

　目を閉じていると、嵐がだんだんと過ぎていくのがわかる。私はしっかりと大きな愛に守られながら、静かにその時を待っていた。

「翼の一番になりたいの」

　抱き締められながら、そんなことを口走った自分が、とてもちっぽけな人間であるように思えた。途端、私のつまらないプライドが砕け散っていく。

　身体を寄せ合うと、心地よい眠りに誘われる。余韻が甘さを含んだものへと変化していった。




　翌日、目覚めると、翼はもう隣にはいなかったけれど、翼の残してくれたメモを見て一気に顔に熱が集まった。

　そのメモの内容とは、鍵を閉めたあとドアポストに鍵を入れておくという事務的なことと、そして……。

「あっ」

　布団をめくり翼が指摘した場所を見ると、くっきりとそれが残っていた。太腿の付け根と、膝の裏の二カ所。

　赤く浮き上がる淫らな形跡。

　気づかなかった。そんなに強く吸われたのだろうか。でも、そうなんだろう。

　しかし、そんなことより……。

「スケベ！　サイテー！」

　昨夜は電気を消していた。ということは、朝になってそれを見たということになる。

　だけどそれだけでは終わらなかった。

　その日の職場でのこと。畠山さんが私の膝の裏の絆創膏にすかさず気づき、しきりにどうしたのかを知りたがった。

　そして、ハッとひらめいたように目を輝かせる。

「へえ。なるほどね」

　昨日、私が翼と一緒に過ごしたことを知っている彼女は、それはそれは楽しそうな顔をしていた。





９．ダイヤモンドの涙




　あれから、夏が過ぎ、秋が来て、冬を越え、また春を迎えた。

　季節が巡る間、私はずっと翼と一緒に過ごした。翼は今も私の隣にいてくれる。

「兄貴はたぶん、仁美と結婚を考えていたんだろうな」

「まさか。だったら、どうして浮気なんか…」

「兄貴は銀行員だから転勤が多いだろ。それもあって特定の女を作らなかったのかもしれない。でも、おまえを選んだってことは、そういうことじゃないか？」

　今年の四月の転勤で伊吹は東京を離れた。同じ関東ではあるが、さすがに通勤が大変なので、実家を出て初めてのひとり暮らしを始めたそうだ。

「あれだけ好き勝手な恋愛持論を展開させておいて？　それはないよ」

「でも、ひとりの女を選んだ」

「気まぐれかもしれないじゃない」

「そうかな？」

「そうだよ。それより、こんな話、もうやめよう」

　私は居たたまれない気持ちになって言う。だけど、翼は返事をしない。

「翼？」

　不安になって顔を覗き込む。けれど、やっぱり翼はなにも言ってくれなくて、ただ小さく溜息をつくだけだった。

　日曜日の今日。ふたりで一緒に過ごそうと、示し合わせて休みをとった。

　今日はいつもと趣向を変えて、ちょっと贅沢にクラシックコンサートに行く予定。公演は15時からなので、それまでの時間を春霞の海を眺めながら手を繋いで歩いていた。

　こうしてせっかく穏やかな時間を過ごしていたのに、あんな話をわざわざするなんて、伊吹となにかあったのだろうか。

「ちょっと、座ろうか」

　翼が遊歩道にあるベンチに私を促した。

　春先だというのに今日の日射しは少し眩しい。目を細めて遠くの海を眺めている翼。私は彼のきれいな横顔を眺めながら、相変わらずドキドキしていた。

　とても絵になる人。いつも身近にいるのに、私にはときどき、遠い存在に映る。たまに見せる凛とした表情。利発な彼に今でもこうして憧れの念を抱くのだ。

「さっき、怒ったの？」

　甘えるように、翼の身体に自分の身体を預けた。ミントの香りと一緒に春の風が気持ち良く通り抜けて、ぼんやりとしてくる。

　すると額にやわらかなものが押しつけられて、一気に意識が覚醒した。

「もうすぐ付き合って一年だな」

　唇を離して翼が言う。たったそれだけのことなのに。おでこにキスされただけなのに、私は恥ずかしくて動けなくなる。

「仁美？　聞いてる？」

「あ、うん。聞いてるよ」

　翼の身体が小さく揺れて、笑われたんだとわかった。

　付き合ってみて初めて知った。翼の感情表現はものすごくストレート。甘い言葉もちゃんとくれるし、スキンシップも多い。

　もっとも比べる対象が伊吹しかいないから、世間一般のそれはどんなものなのかよくは知らない。けれど、ふたりきりになると、お店にいるときとは別人になるのが、不思議でしょうがない。

「兄弟は一生、縁が切れないんだよな」

「翼……」

　翼は今も苦しいのだろうか。私といることで少しでもそれを感じてしまうのなら、正直辛い。

　私は翼になにをしてあげればいいのだろう。

「違うよ。兄貴が憎いとか、そういうんじゃない」

　私の表情を読み取って、翼が強く否定する。

「本当に？」と尋ねる私に大きく頷く。それを見て、嘘はないと確信して安心した。

「俺たちがこの先も一緒にいるということは、兄貴とも繋がっているということだよ」

「わかってるよ。翼の大切な家族なんだよね」

「そう。俺の家族ってことは、仁美にとってもいずれそうなるんだ。だから、避けちゃいけないことだよ」

　鋭い指摘に息を飲む。見透かされていたことがショックだった。

　その通り。逃げていたのは私だった。翼に気を遣って、なにげに伊吹の話題を避けてきた。翼はそのことに気づいていたのだ。

「ごめんなさい。私、翼に嫌われたくなかったの」

「気持ちはうれしいよ。俺を思ってのことだっていうことは感じていたから」

「翼には全部お見通しだったんだね。なんだか恥ずかしいな。でも、言ってくれてありがとう」

「兄貴のことは、もっと気楽に考えようぜ。俺はおまえを信じているんだから、余計な気をまわす必要なんてないよ」

　この人はなにもかもウワテ。なにもかも、先回りして考えてくれる。だけど、できれば、私の前ではもっと隙を見せてほしいと思う。

「ねえ？　さっきの、プロポーズなの？」

　顔を近づけて尋ねてみる。

「はっ？」

「もしかして、自覚なし？　ひどーい！　翼と一緒にいるということは、伊吹と私も家族になるんでしょう？」

　珍しく困り顔の翼。さっきの自分の発言を思い出して戸惑っている。

　プロポーズではなかったけれど、考えてくれているということか。逆に本音が覗けて得した気分だ。

「おまえな、聞き流せよ。そこは」

「そんなことできないよ。だって重要なところだもん」

「あれはプロポーズとしてカウントするな」

「どうして？　まさか、私のこと、遊びなの？」

　最後の方は笑いを堪え切れなかった。言い終えた私の頭を、翼は「このヤロー」と抱え込む。

　笑い合って、じゃれ合って、周りの目なんて気にすることなく、たくさんのキスをする。せっかく塗った春色のグロスはすっかり落ちて、それでも楽しくてやめられない。

「そのときが来たら……」

「ん？　なに？」

　もうすぐ付き合って一年。この場所は一年前の思い出の場所。すべての誤解が解けて、新たにスタートした地点。

　星はまだ見えない時間だけれど、翼の瞳はいつもキラキラと煌めいている。星よりも宝石よりも、それは美しい。

　その虹彩に映るのは、私だけであってほしいと思う。これから先もずっと。




　◇




　それから数週間後の五月の私の誕生日。

　都内の有名ホテルのレストランで食事を終えて、部屋を取ってあると言うので、訳がわからないまま連れて来られた。

　ここは去年の春にオープンしたばかりの外資系ホテルで、国内でも三本の指に入るほどの豪華さだ。

　窓から見える下界の景色は、ベタな言い方だが宝石箱をひっくり返したような輝きを放ち、プラネタリウムの星空にも似ている。

　そんなロマンチックな部屋で、シンプルな言葉とともに正式なプロポーズを受けた私は「そのときが来たら……」というセリフの続きを知ったのだった。




「デザインも？」

「久しぶりに描いてみた」

　元美術部で、主に水彩画を描いていた翼。前に、もう描かないのかと聞いたら、大学生の頃までは時間を見つけて趣味で描いていたが、社会人になって諦めたと言っていた。

　社会人になると生活のリズムがガラッと変わる。残業も多いし、集中できる時間がうまくとれなかったのだろう。

「いつの間に……知らなかった」

「当たり前だろ。それを言っちゃったら、サプライズにならないじゃないか」

　翼が自分でデザインして、オーダーメイドしてくれたエンゲージリング。プラチナのウエーブラインのハーフエタニティで、ピンクダイヤとホワイトダイヤが交互にはめ込まれている。

　制作期間は急がせても二ヵ月はかかるはず。デザインを考える期間も含めるともっと。

　つまり、かなり前から準備してくれていたということだ。

「気に入った？」

「……もちろんだよ。感動しちゃって……上手く言えない。でも、ありがとう」

「よかった。ブランドものも考えたけど、彼女がジュエリーショップの店員だと、それもつまらないだろ？」

「どんな指輪よりも、私にとって翼がデザインしてくれたものが一番だよ。それにこのデザイン、すごく素敵。ほんと、素敵過ぎる……」

　涙で前がよく見えない。

　プロポーズのときはどんな言葉を聞かせてくれるのだろうと、そればかり想像していた。だけど、まさかこんなサプライズがあるなんて、予想外過ぎて耐えられない。

「泣くなよ」

「翼の前では泣いていいって言ったよ」

「そうだったな」

　クスッと笑って、瞼にいくつものキスが降りそそぐ。

　涙の粒の行く先を唇が伝っていく。やわらかく、そしてやさしく。恥ずかしいと首をすくめても「好きだよ」という言葉が返ってくるだけ。

　その言葉に照れる私の顔を見て、今度は「真っ赤だよ」と言ってうれしそうに微笑んだ。

　ドキドキする気持ちは今も変わらない。翼に見つめられる度に胸がきゅんとなって、好きという気持ちが暴れ出す。

　シャンデリアの光を吸い込んだ髪が茶色に透き通っていて、そんなことにすら心を奪われてしまう。

　幸せをありがとう。私も翼にそんな気持ちを与えてあげられているのだろうか。

「私、いいお嫁さんになれるように頑張るね。翼を幸せにする」

「俺も。今までたくさん泣かせちゃったから。これからは、奥さんを泣かせないようにしなきゃな」

　ふたりだけの誓いの言葉。窓の外の宝石たちに見守られながら交わした約束。

　そして願いを込めて心の中でつぶやいた。

　これから先も、うれし涙で溢れますようにと。





【ＥＮＤ】
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